
ア
メ
リ
カ
革
新
主
義
の
精
神
的
風
土

90　（422）

f
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
に
お
け
る
グ
ラ
ド
ン
の
役
割
－

児
　
玉
　
佳
　
与
　
子

【
要
約
U
南
北
戦
争
後
の
半
世
紀
間
に
ア
メ
リ
カ
の
キ
リ
ス
ト
数
界
に
与
え
ら
れ
た
近
代
的
工
業
社
会
と
科
学
的
諸
思
想
と
の
挑
戦
に
応
答
し
て
形
成
さ

　
　
ソ
ほ
シ
ヤ
ル
　
ゴ
ス
ペ
ル

れ
た
社
会
的
福
音
の
運
動
は
、
右
派
、
左
派
、
中
道
派
な
ど
垂
々
の
傾
向
の
宗
教
人
多
数
（
主
と
し
て
儒
教
の
）
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
、
革
新
主
義
時
代
に

最
高
潮
に
達
し
た
。
普
通
ソ
…
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
の
「
父
」
、
「
開
拓
潜
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
・
グ
ラ
ド
ン
は
、
中
道
墨
池
性
格
を
特
に
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
フ
オ
ま
ミ
ユ
レ
　
シ
ュ
ア

く
備
え
、
そ
の
思
想
や
諸
提
案
は
ソ
ー
シ
瀞
、
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
の
代
袈
的
組
織
の
計
薩
の
箇
条
書
き
に
如
実
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、

代
表
的
ソ
…
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ラ
…
と
い
え
る
。
彼
は
高
曇
批
評
の
成
果
を
受
容
し
つ
つ
も
聖
書
の
説
く
義
の
実
現
と
愛
の
律
法
の
実
行
と
を
強
訴
し
て
、

改
革
の
動
機
づ
け
と
究
極
的
目
標
と
を
宗
教
の
次
元
か
ら
与
え
、
進
化
論
を
逆
用
し
て
進
歩
に
対
す
る
楽
天
的
黙
念
と
義
務
感
と
を
養
い
、
労
働
者
や
弱

者
に
味
方
し
つ
つ
、
競
争
よ
り
は
協
調
を
、
治
由
放
任
よ
り
は
公
的
統
制
と
監
督
を
と
嘱
え
て
、
ア
メ
リ
カ
の
修
正
資
本
主
義
・
社
会
禰
祉
岡
家
へ
の
移

行
を
ス
ム
…
ズ
な
ら
し
め
、
教
会
を
制
度
教
会
化
し
、
連
合
さ
せ
て
近
代
社
会
に
適
応
さ
せ
る
た
め
に
貢
献
し
た
。
史
林
殴
九
巻
三
号
　
【
九
穴
穴
年
五
月

噛
、
は
　
じ
　
め
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ミ

　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
革
新
主
義
運
動
の
宗
教
的
一
源
泉
と
し
て
社

シ
ヤ
ル
　
ゴ
ス
ペ
ル

会
的
福
音
が
あ
る
こ
と
は
、
多
く
の
ア
メ
リ
カ
史
家
に
よ
っ
て
指
摘

さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
G
・
マ
ウ
リ
は
、
そ
の
著
『
セ
オ
ド
ア
・

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
時
代
』
の
中
で
、
革
新
主
義
者
達
を
行
動
に
か
り

立
て
た
三
つ
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
時
代
の
知
的
・
倫
理
的
風
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
し
て
の
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
を
あ
げ
て
い
る
。

　
　
　
ソ
ロ
シ
ヤ
ル
リ
ゴ
　
ス
ペ
ラ
ほ

　
ま
た
社
会
的
福
音
主
義
者
と
革
新
主
義
者
と
の
間
に
存
し
た
、
具

体
的
な
人
的
交
流
の
例
も
多
々
指
摘
で
き
る
。
　
た
と
え
ば
セ
オ
ド

ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
警
務
局
長
だ
っ
た
頃

（一

ｪ
九
五
－
九
七
年
）
、
彼
の
方
か
ら
、
当
時
ソ
；
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ

ラ
ー
と
し
て
有
名
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
組
合
教
会
派
の
牧
師
ワ
シ
ン

ト
ン
・
グ
ラ
ド
ソ
（
≦
－
霧
プ
ぎ
讐
。
冨
○
ご
伽
．
ζ
一
・
H
。
。
。
。
①
ム
縁
。
。
）
に
文
通
を
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求
め
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
彼
は
コ
μ
ソ
バ
ス
市
に
お
け
る

グ
ラ
ソ
ド
ソ
の
教
会
で
都
市
問
題
に
つ
き
講
演
を
し
た
。
ひ
い
て
は

一
九
〇
二
年
無
煙
炭
ス
ト
の
際
、
グ
ラ
ソ
ド
ソ
は
シ
ン
シ
ナ
チ
・
ポ

ス
ト
紙
の
要
請
に
応
じ
て
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
に
調
停
を
依
頼

す
る
講
願
書
を
起
草
し
た
。
そ
の
請
願
書
は
ワ
シ
ン
ト
ン
に
送
ら
れ

た
の
み
な
ら
ず
、
多
最
に
印
測
・
流
布
さ
れ
て
多
く
の
教
会
や
集
会

に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
、
大
統
領
の
か
の
有
名
な
調
停
を
成
功
さ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

た
め
の
圧
力
の
一
つ
と
し
て
働
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
牧
師

が
労
鋤
争
議
調
停
の
た
め
に
積
極
的
に
努
力
を
す
る
の
は
、
す
ぐ
れ

て
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
的
で
あ
り
、
現
在
も
ア
メ
リ
カ
に
時
々

み
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
事
例
を
指
し
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
伝
統
の
存
続
を
指
慨
し
た
学
者
も
居
る
程
で
あ
る
。

　
本
稿
は
ソ
…
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
の
定
義
と
展
開
と
を
警
兇
し
た

の
ち
、
特
に
、
代
表
的
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ラ
ー
と
思
わ
れ
る
ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

シ
ソ
ト
ソ
・
グ
ラ
ド
ソ
の
社
会
観
を
中
心
に
焦
点
を
絞
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
グ
ラ
ソ
ド
ソ
及
び
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
の
何
た
る
か
を

よ
り
明
確
に
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
①
0
8
嶺
Φ
竃
。
弩
ざ
↓
ぎ
肉
ミ
ミ
日
、
ぎ
。
§
蓬
勾
8
鶏
竃
こ
ス
翼
。
タ
、
く
。
井
▼

　
　
お
α
Q
。
γ
℃
や
G
。
G
。
’
O
朗

　
②
　
≦
霧
ビ
ニ
σ
q
8
臨
O
㌶
0
9
p
霜
象
。
、
～
＆
識
。
浅
幅
（
切
。
ω
ε
一
偏
卿
累
①
ぞ
く
霞
プ

　
H
Φ
O
Φ
）
”
℃
℃
．
G
。
外
。
O
I
Q
。
ど
ω
G
。
？
ゆ
8
こ
の
瞬
想
風
な
慰
叙
伝
は
、
グ
ラ
ジ
ソ
に
関
す

　
る
研
究
澄
齪
が
ま
だ
殆
ど
世
に
出
て
い
な
い
今
、
彼
の
生
涯
を
知
る
た
め
の
重
要
な

　
第
一
資
料
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

③
ス
ミ
ス
・
カ
レ
ジ
の
ア
ー
サ
…
・
マ
ソ
≧
簿
母
紀
国
毒
教
授
は
、
筆
藩
が

　
当
大
学
で
勉
学
中
　
（
一
九
五
七
一
五
九
年
）
、
当
地
の
ホ
テ
ル
・
ノ
ー
サ
ソ
プ
ト

　
ソ
で
越
つ
た
ス
ト
に
際
し
、
当
地
の
牧
師
達
が
労
働
者
に
嗣
情
的
重
岡
声
明
を
発

　
表
し
た
そ
の
事
例
を
授
業
中
に
と
り
上
げ
て
、
上
述
の
よ
う
に
言
及
し
た
こ
と
が

　
あ
る
。

④
グ
ラ
ギ
ソ
は
た
し
か
に
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
の
開
拓
辮
」
（
譲
p
8
乙
q
．

　
閃
翌
乏
き
び
§
馬
O
§
職
、
。
唖
恥
。
鼠
ミ
旨
へ
巡
題
（
瓢
O
乏
　
く
O
り
｝
（
’
　
一
Φ
9
Ω
一
）
乙
）
．

　
G
。
ミ
）
と
か
、
　
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
の
父
㎏
（
O
財
9
ユ
霧
瀦
噛
国
。
冥
瓜
コ
。
。
”

　
§
馬
謁
牝
器
a
帖
ぎ
⑦
0
9
ミ
O
o
愚
価
こ
凄
嵐
ミ
塁
詩
§
贈
℃
き
鷺
無
§
§
肋
§
驚
謎
a
I

　
も
獄
暫
（
窯
①
芝
　
頴
欝
く
O
諺
層
H
①
心
O
層
）
b
や
b
。
㎝
i
卜
。
O
）
と
か
呼
ば
れ
て
き
た
し
、
日
本
で

　
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ラ
…
と
し
て
よ
り
ょ
く
知
ら
れ
て
い
る
ラ
ウ
シ
ェ
ソ
ブ

　
ツ
シ
訊
酒
く
斜
澤
。
聴
唖
ρ
話
。
げ
。
嵩
σ
當
ω
〇
一
同
（
一
Q
Q
①
掃
1
一
㊤
｝
G
Q
）
・
二
身
が
、
グ
ラ
ジ
ソ
、

　
ス
ト
ロ
ン
グ
一
〇
的
貯
甥
。
ら
零
。
昌
σ
q
（
同
q
g
蒔
“
1
間
り
一
①
）
イ
ー
り
労
剛
。
プ
霞
山
8
・
円
ぞ

　
（
一
Q
Q
c
四
鼻
ー
ド
Φ
膳
Q
◎
）
の
三
人
を
、
先
輩
と
し
、
先
駆
考
と
し
て
尊
敬
し
て
い
る
。
（
｝
o
同
き

　
妻
ユ
σ
q
プ
鉾
》
、
o
聖
象
亀
§
笥
ミ
む
帖
。
竃
吋
｝
ミ
碇
ミ
簿
臥
ミ
ミ
．
爵
3
ゆ
。
。
・
8
ロ
勲

　
瓢
①
≦
＜
〇
二
諮
一
㊤
一
P
密
y
邸
㎝
二
二
ふ
ω
に
引
置
文
が
あ
る
。
）
ま
た
、
那
市
計
醐
運

　
動
の
開
妬
渚
ア
ル
バ
ー
ト
・
シ
禽
一
は
、
グ
ラ
ド
ン
を
次
の
購
点
で
開
拓
潟
思
想

　
家
だ
と
い
っ
て
い
る
。
の
社
会
的
行
動
の
た
め
の
キ
リ
ス
ト
教
会
の
連
ム
僻
。
¢
⇒
キ

　
リ
ス
ト
教
の
原
理
の
近
代
社
会
へ
の
適
言
。
⇔
近
代
的
学
腿
の
光
に
照
し
て
の
袈

　
書
の
稼
解
釈
。
鋤
進
化
論
の
癖
兀
教
へ
の
採
択
。
　
（
》
笹
。
苫
9
り
ぴ
婁
5
、
、
毒
轡
忽
￥

　
ヨ
σ
q
8
詳
”
℃
同
魯
O
プ
O
『
ρ
昌
山
℃
一
〇
嵩
8
「
↓
鉱
三
（
①
さ
二
言
〉
．
0
α
7
即
芝
Φ
α
ご

　
↓
ぎ
奪
謹
唾
爵
§
鮮
需
塁
譜
電
皇
沁
塁
讐
鑓
甜
い
く
回
回
が
〉
需
α
q
霧
ダ
困
響
G
。
嘘
℃
』
O
ω
．
）

　
ざ
ら
に
グ
ラ
ド
ソ
の
生
誕
穫
年
を
記
念
し
て
、
　
一
九
三
六
年
に
ア
ト
キ
ソ
ズ
は
グ

　
ラ
ド
ン
の
諸
提
案
を
、
　
「
か
の
時
代
の
喉
一
の
予
亀
目
酌
登
竜
だ
と
思
う
と
述
べ

　
て
い
る
。
（
○
鉱
驕
ω
O
．
》
鱒
一
蕊
”
．
．
≦
霧
三
瓢
α
q
ε
潟
○
蜀
負
O
§
ρ
一
乙
〉
算
曾
、
”

　
袖
鐸
葡
馬
飛
鷺
。
寓
芝
卜
噸
3
一
④
Q
。
⑤
℃
℃
噛
＄
刈
ふ
O
餅
）
こ
の
よ
う
に
グ
ラ
ド
ソ
は
普
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通
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
の
開
拓
者
だ
と
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
本
稿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

に
お
い
て
述
べ
て
ゆ
く
理
由
か
ら
、
さ
ら
に
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
代
表
的
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ラ
ー
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。

二
、
定
義
と
展
開

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
は
、
そ
の
指
導
的
人
物
の
一
人
に
よ
っ

て
か
っ
て
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
た
。
「
イ
エ
ス
の
教
え
と
、
救
い

に
関
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
す
べ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
を
…
…
個
人
と

同
様
、
社
会
、
経
済
的
生
活
、
社
会
綱
度
の
上
に
も
適
用
す
る
こ
と

　
　
①

で
あ
る
」
と
。
つ
ま
り
、
そ
れ
以
前
、
あ
る
い
は
同
時
代
の
キ
リ
ス

ト
教
が
、
余
り
に
も
個
人
的
、
彼
岸
的
で
あ
り
、
個
人
の
魂
の
救
済

さ
え
達
成
さ
れ
れ
ば
事
足
れ
り
と
し
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
に
対
す
る

反
省
と
し
て
、
福
音
の
社
会
性
を
強
調
し
、
そ
の
社
会
的
適
用
を
説

い
た
の
で
あ
る
。

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
に
関
す
る
名
著
を
書
い
た
C
・
H
・
ホ

プ
キ
ソ
ズ
は
、
そ
の
起
源
に
関
し
て
、
そ
れ
は
「
南
北
戦
争
後
の
半

世
紀
間
に
、
ア
メ
リ
カ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に
対
し
て
加
え

ら
れ
た
、
近
代
的
工
業
社
会
の
衝
繋
と
、
科
学
的
思
想
の
衝
撃
と
に

よ
っ
て
生
れ
…
…
二
十
世
紀
の
第
一
次
大
戦
前
の
楽
天
的
時
代
〔
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ま
り
革
薪
主
義
運
動
の
時
代
〕
に
最
高
潮
に
達
し
た
」
と
い
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
「
近
代
的
工
業
桂
会
の
衝
撃
」
と
い
う
の
は
、
要
す
る
に

南
北
戦
争
後
の
高
度
資
本
主
義
化
に
伴
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
工

業
化
・
都
市
化
が
急
速
に
進
み
、
富
の
集
中
、
企
業
舎
同
、
独
占
な

ど
の
傾
向
が
顕
著
に
な
る
一
方
、
労
働
者
、
移
民
の
居
佐
地
と
し
て

の
都
市
の
社
会
的
、
衛
生
的
環
境
は
不
健
全
を
極
め
、
し
か
も
そ
れ

を
矯
正
す
べ
き
政
治
が
、
ボ
ス
、
金
権
と
結
び
つ
い
て
腐
敗
し
、
教

会
も
ま
た
無
力
化
・
中
産
階
級
化
し
て
い
っ
た
中
で
、
労
働
運
動
、

特
に
ス
ト
ラ
イ
キ
が
激
化
し
て
い
っ
た
こ
と
の
衝
撃
を
意
味
す
る
。
、

十
九
世
紀
の
最
後
の
二
十
年
閲
に
、
各
地
で
ほ
う
は
い
と
し
て
起
っ

た
ス
ト
ラ
イ
キ
や
暴
動
の
中
で
も
、
H
・
メ
イ
教
授
は
と
り
わ
け
、

一
八
八
六
年
の
ヘ
イ
マ
ー
ケ
ッ
ト
暴
動
、
一
八
九
二
年
の
ホ
f
ム
7

テ
ヅ
ド
・
ス
ト
ラ
イ
キ
、
一
八
九
四
年
の
プ
ル
マ
ソ
・
ス
ト
ラ
イ
キ

の
三
つ
が
与
え
た
衝
撃
を
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
の
形
成
に
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

っ
て
決
定
的
に
重
要
だ
っ
た
と
視
て
い
る
。

　
ま
た
「
科
学
的
思
想
の
衝
撃
」
と
い
え
ば
、
自
然
科
学
一
般
の
発

達
の
み
な
ら
ず
、
特
に
進
化
論
の
出
現
が
、
こ
の
時
代
の
宗
教
に
一

大
衝
撃
を
与
え
た
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
。
ま
た
「
科
学
的
」
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
イ
ヤ
ー
塵
ク
ジ
テ
イ
シ
ズ
ム
④

主
義
の
思
想
や
、
聖
書
の
古
同
層
批
評
が
キ
リ
ス
ト
教
に
与
え
た

衝
撃
も
、
進
化
論
の
そ
れ
に
勝
る
と
も
劣
牡
ぬ
も
の
と
し
て
ホ
プ
キ
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ソ
ズ
に
よ
っ
て
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
史
家
、
特
に
メ
イ
教
授
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ス

の
発
生
に
関
し
て
、
そ
れ
が
い
わ
ば
外
部
か
ら
の
挑
戦
に
対
す
る
応

ぷ
ン
ス

答
と
し
て
生
れ
た
と
見
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
と
思
う
。
こ
の
見
方

の
妥
当
性
は
、
本
稿
全
体
を
通
し
て
検
討
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
は
、
比
較
的
保
守
的
傾
向
か
ら
急
進
的

傾
向
に
わ
た
る
、
種
女
の
傾
向
の
牧
師
（
し
か
も
主
と
し
て
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
の
）
多
数
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
、
巾
広
い
運
動
で
あ
っ
た
。

P
・
A
・
カ
ー
タ
ー
教
授
は
、
そ
れ
ら
の
諸
傾
向
を
次
の
よ
う
に
特
徴

づ
け
て
い
る
。

　
　
　
個
人
的
、
倫
理
的
側
面
の
強
調
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
右
派
の

　
　
表
現
を
と
り
、
隣
保
館
（
ω
O
け
節
附
〇
ヨ
②
口
け
　
一
回
0
9
ω
①
も
。
）
、
『
社
会
奉
仕
』
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
ス
チ
ュ
ワ
…
ド
シ
ッ
プ
な
ど
に
よ
る
社
会
約
解
決
を
称
揚
し
た
。
こ
れ

　
　
に
対
し
社
会
的
、
あ
る
い
は
『
神
の
国
』
の
側
面
の
強
調
が
、
ソ
ー
シ

　
　
ャ
ル
・
．
コ
ス
ペ
ル
左
派
の
表
現
を
と
り
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
の
名

　
　
に
お
い
て
社
会
を
根
底
か
ら
再
建
し
直
す
こ
と
を
要
求
し
た
。
こ
の
両

　
　
派
の
間
の
弁
証
法
的
繁
張
が
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
中
派
を
生
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
出
し
、
こ
こ
に
運
動
の
主
力
が
存
し
た
。

こ
の
右
、
左
、
中
派
に
分
類
す
る
や
り
方
は
、
、
あ
く
ま
で
後
蒲
の

研
究
老
の
立
場
が
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
墨
事
者
達
の
意
識
に

は
、
派
閥
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
は
全
然
の
ぼ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

る
が
、
筆
者
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
の
流
れ
を
把
握
す
る
た
め

の
便
宜
上
、
こ
の
よ
う
な
分
類
法
を
一
応
採
用
し
た
い
。

　
こ
こ
で
は
カ
ー
タ
ー
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
中
派
を
も
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ソ
セ
シ
ス

ど
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
る
の
か
が
明
確
で
な
い
が
、
弁
証
法
的
綜
合
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も

つ
ま
り
左
右
両
極
端
の
止
揚
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
綜
含
的
性
格
を

お
び
て
い
る
と
見
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
メ
イ
は
こ
の
中
派

を
「
穏
健
に
し
て
革
進
的
「
と
規
定
し
、
こ
れ
に
の
み
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ

ス
ペ
ル
の
名
を
冠
し
て
あ
と
は
社
会
的
キ
リ
ス
ト
教
の
名
で
総
称
す

る
程
、
こ
の
派
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
と
し
て
の
代
表
性
を
認

め
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
派
の
社
会
理
論
は
ワ
シ
ン
ト
ン
・
グ
ラ
ド

ソ
の
そ
れ
か
ら
発
展
し
・
一
般
的
に
な
・
た
も
の
で
あ
る
と
い
勧

　
筆
老
は
こ
の
中
派
の
性
格
、
理
論
を
、
よ
り
明
確
に
具
体
的
に
知

る
た
め
に
ワ
シ
ン
ト
ン
・
グ
ラ
ド
ソ
に
焦
点
を
絞
る
の
で
あ
る
が
、

木
を
見
て
森
を
見
ぬ
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ま
ず
ソ
…
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス

ペ
ル
の
流
れ
を
概
観
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
ホ
プ
キ
ソ
ズ
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
の
歴
史
を
8
揺
蟹
期
、

一
八
六
五
一
八
0
年
、
⇔
青
年
期
、
一
八
八
0
年
代
、
⇔
壮
年
期
、
一
93　（425）



八
九
〇
年
代
、
㈱
円
熟
期
、
一
九
σ
○
…
一
五
年
と
わ
け
て
い
る
が
、

筆
者
も
こ
の
時
代
区
分
の
仕
方
を
一
応
そ
の
ま
ま
継
承
す
る
。
と
い

う
の
は
三
大
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ラ
ー
つ
ま
り
グ
ラ
ド
ソ
、
ス
ト

ロ
ン
グ
、
ラ
ウ
シ
ェ
ン
ブ
ヅ
シ
ュ
が
い
ず
れ
も
一
九
一
八
年
頃
に
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
イ
フ
コ
ス
パ
ン

亡
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ソ
：
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
第
一
世
代
の
寿
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
大
体
一
人
物
の
寿
命
と
一
致
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
意
味
合
い
か

ら
も
、
一
人
物
の
成
長
を
思
わ
せ
る
上
記
の
名
称
の
附
し
方
は
妥
当

だ
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

　
e
揺
簸
期
。
こ
の
時
期
の
運
動
は
、
一
八
七
二
年
に
ボ
ス
ト
ン
で

　
　
　
　
　
レ
も
ハ
；
ユ
ニ
オ
ン
⑨

キ
リ
ス
ト
者
労
働
唱
題
明
皿
を
組
織
し
た
組
合
…
教
会
ノ
派
の
牧
師
ジ
ョ
ー
ン

ズ
｝
①
の
ω
①
踏
こ
○
器
ω
、
一
八
七
六
年
に
『
労
働
老
と
雇
用
者
』
と
い

う
彼
の
社
会
観
の
申
で
始
め
て
の
重
要
な
本
を
出
版
し
た
グ
ラ
ド
ン

（
組
合
教
会
派
）
、
同
じ
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
宙
分
の
教
会
で
実

業
倫
理
に
つ
い
て
一
連
の
講
演
を
し
て
い
た
監
督
派
の
牧
師
ニ
ュ
ー

ト
ン
図
一
3
霞
α
出
．
客
①
≦
8
浮
　
の
三
人
に
よ
っ
て
代
表
さ
せ
う
る

と
思
う
。

　
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
ま
さ
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
左
派
の
先
駆
者

で
あ
っ
て
、
そ
の
著
『
天
国
』
（
§
鴨
肉
§
簑
§
禽
專
§
§
払
・
。
刈
回
）

や
、
前
述
の
同
盟
の
機
関
紙
、
『
公
正
』
（
肉
餐
ミ
黛
獄
。
。
録
も
α
）
と
『
労

働
均
衡
』
（
ト
さ
ミ
鳶
ミ
へ
§
要
脚
。
。
謡
為
。
。
）
と
を
通
し
て
、
　
「
金
ピ
カ
時

代
」
の
保
守
安
泰
な
一
般
的
風
潮
の
中
で
は
ま
こ
と
に
急
進
約
な
思

想
を
発
表
し
た
。
た
と
え
ば
労
働
者
が
組
合
を
作
り
、
団
体
交
渉
や

ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
を
行
う
権
利
を
鼓
吹
し
、
八
時
間
労
働
欄
、
婦
女

子
労
働
の
条
件
の
改
善
、
禁
酒
、
協
同
組
合
、
婦
選
運
動
な
ど
を
支

持
し
、
現
行
の
門
利
己
主
義
的
個
人
主
義
」
に
代
え
る
に
、
「
キ
リ

ス
ト
教
共
産
主
義
」
を
も
っ
て
す
べ
し
と
主
張
し
た
。
ま
た
彼
は
神

の
国
を
、
　
「
愛
と
い
う
崩
芽
的
原
理
か
ら
完
全
の
域
に
ま
で
発
達
せ

し
め
ら
れ
た
、
人
間
社
会
の
現
世
的
制
度
」
と
規
定
し
た
が
、
こ
れ

は
神
の
國
の
中
心
的
原
理
を
愛
と
み
な
し
、
現
世
に
お
い
て
実
現
可

能
な
も
の
と
し
た
点
で
、
左
派
の
み
な
ら
ず
全
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス

ペ
ル
の
神
の
鼠
概
念
の
先
駆
で
あ
る
。
し
か
し
彼
の
思
想
は
当
時
と

し
て
は
余
り
に
急
進
的
で
あ
っ
た
た
め
か
、
前
述
の
岡
盟
の
機
関
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

は
版
路
が
狭
く
て
二
つ
と
も
一
年
程
で
廃
刊
に
な
っ
た
。

　
グ
ラ
ド
ン
の
著
作
『
労
働
老
と
雇
用
者
』
は
、
一
八
七
五
年
に
ス

プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
市
（
譲
即
蜀
噂
Q
。
・
）
の
靴
工
…
場
で
起
っ
た
ロ
ッ
ク
・

ア
ウ
ト
を
躇
湿
し
て
グ
ラ
ド
ソ
が
同
市
の
自
分
の
教
会
で
始
め
た
講

演
よ
り
成
る
。
彼
は
「
資
本
の
侵
害
か
ら
自
分
達
を
守
る
た
め
」
の

労
働
老
の
団
結
権
を
卒
直
に
認
め
、
団
体
交
渉
権
、
ス
ト
ラ
イ
キ
権
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さ
え
認
め
っ
つ
も
、
労
働
組
合
の
現
行
の
戦
術
が
「
し
ば
し
ば
賢
明

さ
を
欠
き
」
、
益
の
少
い
も
の
で
あ
る
事
を
指
摘
し
、
ス
ト
を
行
う
場

合
で
も
、
そ
れ
が
社
会
全
般
に
害
を
も
た
ら
さ
な
い
か
熟
考
の
要
が

あ
る
と
い
う
。
ま
た
雇
用
者
は
よ
き
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
た
る
義
務
が
あ

り
、
労
働
者
の
健
康
、
知
的
発
達
、
道
徳
的
宗
教
的
安
寧
や
慰
安
な

ど
に
対
す
る
責
任
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
一
方
、
労
働
者
は
正
直

に
良
心
的
に
仕
事
を
す
る
義
務
が
あ
る
と
の
べ
て
い
た
。
こ
こ
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

労
働
者
に
非
常
に
同
情
的
で
あ
り
つ
つ
も
そ
の
非
を
指
摘
す
る
こ
と

を
忘
れ
ず
、
雇
用
老
に
も
好
意
的
建
雷
を
す
る
な
ど
、
両
階
級
に
対

し
て
公
正
で
あ
ろ
う
と
す
る
、
い
わ
ば
中
道
主
義
的
な
彼
の
生
涯
に

一
貫
し
た
態
度
が
既
に
し
て
み
ら
れ
る
。

　
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
後
に
左
傾
す
る
が
、
　
『
社
会
の
道
徳
』
と
い
う
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
セ
ロ
フ
ニ
ヨ
ル

を
書
い
た
こ
の
頃
は
、
実
業
界
の
不
正
直
や
強
慾
を
つ
き
、
自
由
放

任
主
義
の
制
限
を
提
嘱
し
、
よ
り
倫
理
的
な
宗
教
の
復
活
を
説
く
な

⑫
ど
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
の
右
派
的
性
格
が
強
い
。

　
ホ
プ
キ
ソ
ズ
は
こ
の
揺
藍
期
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
の
四

つ
の
基
本
線
が
す
で
に
明
確
化
し
て
き
た
事
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ

の
一
は
、
古
典
経
済
学
の
批
判
。
特
に
そ
れ
が
嶺
然
欲
し
て
い
る
競

争
の
原
理
を
非
キ
リ
ス
ト
教
的
だ
と
非
難
し
、
こ
れ
に
代
る
べ
き
協

力
的
社
会
関
係
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
第
二
は
労
働
者
に
対
す

る
真
に
同
情
的
態
度
の
表
明
。
第
三
は
実
業
倫
理
の
批
判
。
第
四
は

都
市
問
題
（
特
に
ス
ラ
ム
な
ど
）
に
対
す
る
憂
慮
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は

前
述
の
少
数
開
拓
者
達
に
は
確
か
に
見
ら
れ
る
論
点
で
あ
る
が
、
か

れ
ら
以
外
に
も
か
な
り
広
く
諸
種
の
宗
教
紙
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

り
、
教
会
々
議
の
議
事
録
に
の
ぼ
っ
た
り
し
た
と
い
う
。

　
⇔
一
八
八
○
年
代
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
の
い
わ
ば
青
春

期
。
そ
れ
は
反
抗
と
批
判
を
通
し
て
の
、
神
学
・
社
会
学
両
面
に
お

け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
の
真
の
形
成
期
で
あ
り
、
ま
た
活
溌

な
実
際
活
動
を
通
し
て
、
よ
り
恒
久
的
な
組
織
が
形
成
さ
れ
か
け
た

時
で
あ
っ
た
。

　
ソ
；
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
の
神
学
的
パ
ヅ
ク
・
ボ
ー
ン
で
あ
る
「
新

神
学
」
は
正
統
的
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
や
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
（
両
春
を

合
せ
て
グ
ラ
ド
ソ
は
「
旧
漸
学
」
と
啄
ん
で
い
る
）
に
対
す
る
反
抗
・
批

判
の
表
現
で
あ
る
。
そ
れ
が
形
成
さ
れ
た
の
は
こ
の
雨
期
で
あ
る
と

ホ
プ
キ
ソ
ズ
は
い
う
輪
グ
ラ
ソ
ド
ソ
は
・
一
八
七
〇
年
代
に
す
で

に
新
神
学
的
著
書
を
発
表
し
て
い
る
。
中
で
も
一
八
七
六
年
出
版
の

『
キ
リ
ス
ト
者
た
る
こ
と
…
一
そ
れ
は
何
で
あ
り
、
い
か
に
し
て
始

め
る
べ
き
か
』
と
い
う
小
冊
子
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
の
神
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⑮

学
書
の
最
初
の
も
の
と
い
わ
れ
、
後
何
回
も
版
を
重
ね
た
。
こ
の
本

は
キ
リ
ス
ト
老
に
な
る
条
件
と
し
て
、
旧
新
学
が
い
わ
ば
他
律
的
・

革
命
的
な
心
理
的
感
園
圃
体
験
と
し
て
の
回
心
を
重
視
し
た
の
に
対

し
、
誰
で
も
冷
静
に
罪
を
悔
改
め
て
、
今
こ
こ
で
イ
エ
ス
に
従
う
決

心
を
し
、
誠
実
に
努
力
し
て
怠
ら
な
け
れ
ば
、
徐
々
に
よ
り
完
全
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ボ
リ
ユ
　
シ
ョ
ナ
ジ
ヒ

キ
リ
ス
ト
者
に
な
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ば
自
律
的
帖
漸
新
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

考
え
方
を
展
闇
し
て
い
る
。
そ
し
て
神
学
に
お
け
る
こ
の
漸
進
主
義

は
、
ソ
：
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
中
派
の
場
合
、
そ
の
社
会
思
想
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

け
る
漸
進
主
義
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

　
ま
た
一
八
八
六
年
を
一
つ
の
ピ
ー
ク
と
し
て
労
働
運
動
が
激
化
す

る
に
つ
れ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ラ
ー
に
よ
る
社
会
批
判
も
数
多

く
発
表
さ
れ
た
。
中
で
も
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
た
も
の
に
、
ス
ト

ロ
ン
グ
の
『
我
ら
の
国
』
（
曾
ω
霞
8
σ
Q
る
ミ
9
§
回
送
』
。
。
。
。
α
）
、
グ
ラ
ド

ソ
の
『
実
践
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
』
（
奪
黛
ミ
9
ミ
急
§
ミ
℃
固
。
。
。
。
①
）
、

イ
ー
り
の
『
キ
リ
ス
ト
教
の
社
会
的
局
面
』
（
笙
。
財
曽
鼠
日
田
ざ
砺
。
亀
ミ

観
愚
塁
謎
O
h
O
諄
ぴ
¢
9
巴
酔
ざ
帰
。
。
。
。
⑩
）
ギ
ル
マ
ソ
の
『
利
潤
共
有
法
』

（
冤
8
げ
9
器
℃
．
O
ニ
ヨ
ρ
P
℃
唾
＆
妹
験
ミ
§
緊
同
○
。
。
。
㊤
）
な
ど
が
あ
る
◎
今

こ
れ
ら
の
す
べ
て
に
つ
い
て
詳
述
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、

こ
の
広
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
的
考
え
方
の
共

通
的
要
因
と
し
て
ホ
プ
キ
ソ
ズ
の
挙
げ
る
所
を
紹
介
す
る
に
と
ど
め

た
い
。

　
ホ
プ
キ
ソ
ズ
は
ω
正
統
的
神
学
の
彼
岸
繭
∵
個
人
的
考
え
方
に
対

す
る
批
判
。
忍
声
の
律
法
の
中
で
も
第
二
の
も
の
、
つ
ま
り
隣
人
愛

の
強
調
、
及
び
こ
れ
を
複
雑
な
近
代
社
会
に
有
効
に
適
用
す
る
た
め

の
、
社
会
学
的
技
術
の
必
要
性
の
強
調
。
⑧
イ
エ
ス
と
旧
約
聖
書
と

の
教
え
に
基
い
た
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
が
社
会
関
係
の
規
範
と
な
る
べ

き
こ
と
。
㈲
救
済
は
倫
理
的
・
社
会
的
意
味
合
い
で
考
え
ら
れ
る
べ

き
こ
と
。
⑤
地
上
に
お
け
る
神
の
国
実
現
が
包
括
的
な
宗
教
的
・
社

会
的
理
想
と
し
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
こ
と
。
⑥
教
会
と
そ
の
牧
師
と

が
、
こ
の
新
し
い
桂
会
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
べ
く
召
喚

さ
れ
た
と
い
う
使
命
感
、
の
六
つ
を
こ
の
時
代
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ

ス
ペ
ル
の
共
通
的
考
え
方
と
し
て
挙
げ
て
居
る
。

　
こ
の
時
期
に
活
澄
に
な
り
始
め
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
の
組

織
的
運
動
と
し
て
、
代
表
的
な
も
の
を
二
三
あ
げ
よ
う
。
第
一
に
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
諸
宗
派
が
統
合
へ
の
動
き
を
見
せ
始
め
、
主
と

し
て
ス
ト
ロ
ン
グ
の
音
頭
の
下
に
、
そ
れ
ま
で
半
死
の
状
態
だ
っ
た

米
国
福
音
同
盟
国
く
嘗
σ
q
Φ
一
8
巴
》
毎
ρ
　
ざ
㊦
9
昏
⑦
d
6
諜
①
α
ω
げ
㌶
Φ
。
。

は
一
八
八
七
、
八
九
、
九
三
年
の
三
回
に
わ
た
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
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ゴ
ス
ペ
ル
の
た
め
の
重
要
な
会
議
を
開
い
た
。
一
八
八
七
年
の
そ
れ

に
は
千
五
百
人
程
の
代
表
が
、
八
九
年
の
会
議
に
は
二
十
三
州
か
ら

の
新
教
十
六
派
の
代
表
五
百
人
が
集
っ
た
。
一
八
九
三
年
の
会
議
に

は
グ
ラ
ド
ソ
や
、
シ
カ
ゴ
に
ハ
ル
・
ハ
ウ
ス
と
い
う
隣
保
館
を
た
て

た
事
で
有
名
な
ジ
ェ
ー
ン
・
ア
ダ
ム
ス
冒
p
①
諺
儀
創
ρ
鶯
。
。
も
出
席
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ソ
ス
チ
チ
ユ
じ
シ
ョ
ナ
ル
ロ
チ
ヤ
ド
チ

方
法
と
し
て
の
隣
保
館
、
ス
ラ
ム
改
革
、
制
度
的
教
会
な
ど
が

熱
心
に
討
議
さ
れ
た
。
ま
た
一
八
八
七
年
の
会
議
の
結
果
と
し
て
、

各
地
方
の
実
情
を
、
組
織
化
さ
れ
た
訪
問
の
形
で
調
査
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
ま
た
こ
の
組
織
の
地
方
支
部
が
ど
ん
ど
ん
設
立
強
化
さ
れ

て
行
き
、
そ
れ
ら
が
集
っ
て
一
九
〇
〇
年
に
設
立
さ
れ
た
「
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
労
務
者
と
教
会
の
全
国
連
合
会
」
　
（
窯
ρ
賦
9
邑
男
縁
Φ
＄
餓
8

0
h
O
プ
錘
。
プ
＄
嘗
α
O
げ
二
。
。
甑
勲
一
μ
！
＜
o
弊
①
拳
）
に
よ
っ
て
、
　
宗
派
を
超

え
て
連
合
し
て
社
会
問
題
の
解
決
に
当
ろ
う
と
す
る
運
動
が
生
れ
た
。

こ
れ
こ
そ
は
の
ち
に
ソ
…
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
の
代
表
的
機
関
と
な

っ
た
ア
メ
リ
カ
キ
リ
ス
ト
教
会
連
合
協
議
会
司
①
畠
。
吋
臥
O
o
篇
⇒
o
＝
o
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

夢
Φ
Ω
三
農
げ
Φ
ω
○
団
O
町
置
二
言
諺
露
①
円
8
螢
　
の
母
体
と
い
え
よ
う
。

　
第
二
に
、
経
済
学
者
イ
ー
リ
が
中
心
に
な
っ
て
一
八
八
五
年
に
結

成
し
だ
ア
メ
リ
カ
経
済
学
協
会
の
メ
ン
バ
ー
に
は
グ
ラ
ド
ソ
や
ラ
イ

マ
ソ
・
ア
ボ
ッ
ト
び
罵
ヨ
卑
跡
》
び
σ
○
ヰ
も
含
ま
れ
、
自
由
放
任
学
…
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
と
っ
て
代
る
経
済
の
探
究
に
い
そ
し
ん
で
い
た
。

　
第
三
に
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
教
会
で
も
時
事
問
題
の
討
議
を
行
う
会
議

を
一
八
八
二
年
か
ら
始
め
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ラ
ウ
シ
エ
ソ
ブ
ッ
シ
諏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
一
八
八
八
年
か
ら
こ
の
会
議
に
登
場
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
組
織
や
著
書
の
殆
ん
ど
が
ヘ
イ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
件
の

一
八
八
六
年
以
後
に
出
現
し
た
こ
と
は
、
産
業
主
義
の
衝
撃
の
強
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
物
謡
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
㊨
一
八
九
〇
年
代
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
の
い
わ
ば
壮
年
期

と
し
て
、
そ
の
神
学
、
社
会
観
の
一
応
の
完
成
を
み
た
。
た
と
え
ば

グ
ラ
ド
ソ
の
社
会
観
の
中
で
最
も
円
熟
し
た
『
道
具
と
人
間
i
キ

リ
ス
ト
の
律
法
下
に
お
け
る
財
産
と
産
業
』
と
い
う
本
は
一
八
九
三

年
、
つ
ま
り
ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
・
ス
ト
ラ
イ
キ
の
翌
年
に
出
版
さ
れ

た
。
ま
た
進
化
論
を
キ
リ
ス
ト
教
と
調
和
さ
せ
た
グ
ラ
ド
ソ
著
『
現

存
及
び
将
来
の
生
命
に
関
す
る
切
実
な
問
題
』
は
一
八
九
〇
年
に
出

版
さ
れ
、
聖
書
の
高
層
批
評
に
対
す
る
解
答
も
グ
ラ
ド
ソ
の
一
八
九

一
年
の
『
誰
が
聖
書
を
書
い
た
か
』
及
び
九
七
年
の
『
聖
書
に
関
す

る
七
つ
の
難
題
』
な
る
二
冊
の
本
に
よ
っ
て
出
し
尽
さ
れ
て
、
こ
こ

に
グ
ラ
ド
ソ
の
場
合
に
お
け
る
新
神
学
の
一
応
の
完
成
を
み
た
の
で

　
⑳

あ
る
。
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グ
ラ
ド
ソ
の
神
学
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
で
他
の

一
章
を
要
す
る
大
間
題
で
あ
り
、
と
う
て
い
こ
こ
で
述
べ
尽
す
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
今
こ
こ
で
言
及
さ
れ
た
高
層
批
評
と
進
化
論
に
対

す
る
考
え
方
だ
け
で
も
瞥
見
す
る
こ
と
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
．
ゴ
ス
ペ

ル
の
理
解
の
上
で
必
須
で
あ
ろ
う
。

　
グ
ラ
ド
ソ
は
高
層
批
評
に
よ
っ
て
聖
書
が
言
語
学
的
・
歴
史
学
的

・
科
学
的
・
道
徳
的
に
無
謬
の
書
で
は
な
い
事
が
明
ら
か
に
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ア
ソ
ダ
メ
ソ
リ
ズ
ム
　
　
　
　
　
　
　
せ
ダ
ニ
　
ズ
ム

こ
と
を
卒
直
に
認
め
つ
つ
（
す
な
わ
ち
基
本
主
義
に
対
す
る
近
代
主
義
の

立
場
を
早
く
も
と
り
つ
つ
）
、
な
お
も
聖
書
が
q
ゆ
「
こ
の
世
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

義
の
王
国
の
発
展
の
記
録
」
と
し
て
、
勧
「
常
に
形
を
か
え
つ
？
．
・

人
々
に
新
し
い
角
度
か
ら
真
理
を
提
供
す
る
」
と
こ
ろ
の
「
生
き
て

　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
る
書
物
」
と
し
て
、
ま
た
③
神
・
人
間
・
道
徳
律
・
人
間
救
済
な

ど
に
関
す
る
真
理
を
明
ら
か
に
示
す
書
物
と
し
て
、
い
ぜ
ん
と
し
て

「
陰
々
を
霊
感
で
満
た
し
、
神
の
霊
感
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
書
」
で

あ
る
こ
と
を
失
わ
な
い
と
い
褥

　
以
上
の
ω
、
図
は
明
ら
か
に
進
化
論
を
講
書
観
に
応
用
し
た
事
を

示
し
て
い
る
。
進
化
論
自
体
に
関
し
て
グ
ラ
ド
ソ
は
、
そ
れ
は
種
の

起
源
を
説
明
し
て
は
い
る
が
、
生
命
そ
の
も
の
の
起
源
は
明
ら
か
に

し
て
い
な
い
と
い
う
。
さ
ら
に
ダ
ー
ウ
ィ
ン
自
身
が
否
定
し
な
か
っ

た
よ
う
に
、
生
命
及
び
世
界
の
第
一
原
因
と
し
て
の
神
を
否
定
す
る

必
要
は
な
く
、
「
神
の
創
造
の
方
法
は
進
化
の
方
法
で
あ
る
」
と
想

定
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
る
。
有
…
機
物
の
変
異
と
遺
伝
の
法
則

は
、
む
し
ろ
神
の
員
的
と
知
恵
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
。
生
物
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ピ
ぱ
シ
　
ズ

者
自
身
が
「
あ
ら
ゆ
る
種
は
限
ら
れ
た
数
と
種
類
の
変
種
を
生
み

出
す
傾
向
が
あ
り
」
、
変
異
に
は
「
あ
る
予
め
定
め
ら
れ
た
修
正
の

方
向
が
あ
る
」
こ
と
を
認
め
て
お
り
、
そ
れ
故
そ
の
過
程
は
神
の
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

導
の
下
に
あ
る
と
考
え
て
も
よ
い
と
グ
ラ
ド
ソ
は
い
う
。
も
っ
と
も

生
存
競
争
に
よ
る
自
然
陶
汰
・
適
者
生
存
の
法
則
は
入
間
よ
り
下
等

な
動
物
界
の
法
則
で
あ
り
、
同
字
に
は
他
の
動
物
に
は
な
い
知
性
や

道
管
性
が
授
け
ら
れ
て
い
る
が
故
に
、
人
關
は
そ
れ
を
使
っ
て
人
馬

界
に
厳
と
し
て
存
在
す
る
道
徳
律
を
見
抜
き
、
そ
れ
に
従
っ
て
神
を

愛
し
隣
人
を
愛
し
、
神
と
人
と
の
閥
に
調
和
的
協
力
的
関
係
を
保
ち

つ
つ
、
神
の
国
と
い
う
理
想
の
境
地
め
ざ
し
て
進
歩
し
つ
づ
け
な
け

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
グ
ラ
ド
ソ
の
進
化
論
採
用
は
、

　
　
　
　
　
　
　
リ
フ
オ
　
ム
コ
ダ
　
ウ
イ
ユ
ズ
ム

社
会
観
の
上
で
は
改
革
的
進
化
論
と
な
っ
て
表
れ
て
い
る
。

　
『
道
具
と
人
間
』
に
は
社
会
改
革
の
方
法
の
体
系
的
提
示
と
、
若

干
の
社
会
主
義
的
提
案
が
み
ら
れ
る
。
社
会
主
義
的
と
い
う
の
は
、

公
共
事
業
の
国
有
化
と
個
人
の
所
有
で
き
る
土
地
の
欄
限
、
と
い
っ
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た
程
度
の
意
味
合
い
で
あ
る
。
こ
の
本
の
中
に
見
ら
れ
る
社
会
主
義

と
個
人
主
義
の
中
道
を
行
こ
う
と
す
る
意
図
は
、
や
は
り
同
じ
一
八

九
三
年
に
出
版
さ
れ
た
ギ
ル
マ
ソ
の
『
社
会
主
義
と
ア
メ
リ
カ
精

神
』
の
中
で
説
か
れ
て
い
る
思
想
と
よ
く
似
て
い
る
し
、
ま
た
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
サ
パ
き
む
ナ
　
シ
ツ
ブ

本
の
中
に
提
唱
さ
れ
た
「
産
業
協
調
主
義
」
も
す
で
に
ギ
ル

マ
ソ
や
ニ
ュ
ー
ト
ン
な
ど
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
紹
介
さ
れ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊨

「
利
潤
共
有
円
し
の
変
形
で
あ
る
。

　
他
方
、
こ
の
よ
う
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
の
理
論
的
完
成
と

相
ま
っ
て
、
そ
の
よ
り
急
進
的
な
社
会
へ
の
適
用
が
主
張
さ
れ
た
。

そ
の
代
表
的
人
物
は
ブ
リ
ス
（
毛
一
臣
欝
導
⇔
鼠
σ
q
簿
℃
o
陰
下
切
一
一
ω
ω
）

で
あ
ろ
う
。
彼
は
始
め
は
組
合
教
会
派
、
後
に
壁
督
派
の
牧
師
で
あ

っ
た
が
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
思
想
や
社
会
主
義
に
影
響
さ
れ

て
、
す
で
に
一
八
八
八
年
、
ボ
ス
ト
ン
に
お
い
て
「
労
働
者
の
利
益

促
進
の
た
め
の
教
会
連
盟
」
（
Ω
》
・
H
・
い
・
と
略
称
）
結
成
の
た
め
に
一

役
買
い
、
翌
八
九
年
に
最
初
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
」
ク
ラ
ブ
設
立

の
た
め
の
一
人
と
な
り
、
そ
れ
に
も
満
足
し
き
れ
ず
に
同
年
ボ
ス
ト

ン
で
「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
者
協
会
の
。
。
δ
苗
。
｛
O
財
凱
ω
江
蓉

Q。

O
9
品
目
ω
汁
。
。
を
結
成
し
て
い
た
。
そ
の
機
関
紙
『
夜
明
け
』
は
七
年

閥
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
の
主
た
る
代
弁
老
と
し
て
続
い
た
。
こ
の

協
会
は
一
八
九
〇
年
に
や
は
リ
ブ
リ
ス
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
「
大

工
（
イ
エ
ス
）
の
教
会
」
O
プ
霞
。
ゲ
○
騰
夢
Φ
O
鍵
℃
①
簿
巽
に
次
第
に

吸
収
さ
れ
て
行
っ
た
。
ブ
リ
ス
は
更
に
一
八
九
五
年
に
は
『
ア
メ
リ

カ
ン
・
フ
エ
ビ
ア
ソ
』
と
い
う
雑
誌
（
そ
の
編
集
者
に
は
ベ
ラ
、
、
、
や
ヘ

ン
リ
…
D
・
ロ
イ
ド
を
含
む
）
を
作
り
、
九
七
年
に
は
劃
期
的
な
『
社

会
改
革
の
百
科
辞
典
』
を
出
版
し
、
　
『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
と
は

何
か
』
（
一
八
九
四
年
）
を
始
め
数
多
く
の
本
を
執
筆
し
、
ま
た
各
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊨

で
精
力
的
に
講
演
す
る
な
ど
、
あ
く
な
き
活
動
を
続
け
た
。

　
ブ
リ
ス
や
彼
の
同
僚
ス
プ
レ
ー
グ
　
勺
ψ
に
○
を
．
ω
鷲
ρ
σ
q
¢
⑦
の
説

く
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
は
、
土
地
と
資
本
の
集
団
的
所
有
・
統
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ラ
タ
　
ナ
ジ
ズ
ム

を
認
め
て
は
い
た
が
、
そ
れ
は
・
「
同
胞
主
義
・
協
同
・
蒋
機
的
集
団

　
　
　
　
　
　
　
パ
タ
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
　
　
　

ガ
パ
メ
ソ
タ
リ
ズ
ム

主
義
の
こ
と
で
、
温
情
的
干
渉
政
治
や
政
府
万
能
主
義
で
は
な
く
」
、

園
的
達
成
の
手
段
と
し
て
漸
進
主
義
を
と
っ
て
い
た
。
ブ
リ
ス
は
グ

ラ
ド
ソ
が
言
い
そ
う
な
口
調
で
「
現
在
の
産
業
的
・
財
政
的
糊
度
を

徐
々
に
注
意
深
く
変
え
て
そ
の
基
礎
を
競
争
か
ら
、
艮
主
女
義
的
、

　
　
　
　
ア
ソ
シ
エ
　
シ
む
ン

兄
弟
愛
妻
連
　
倉
に
し
て
ゆ
く
」
こ
と
を
提
唱
し
、
そ
の
よ
う
な

考
え
方
を
、
主
と
し
て
彼
が
深
く
信
じ
て
い
た
教
会
を
通
じ
て
広
め

よ
う
と
し
た
。
彼
は
「
教
会
の
礼
拝
と
聖
式
に
真
の
社
会
主
義
が
、

存
す
る
」
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
と
り
わ
け
教
会
を
信
じ
て
い
な
い
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人
々
を
、
貧
富
を
問
わ
ず
自
分
の
教
会
の
集
り
に
招
い
た
。
そ
の
教

会
の
唯
一
の
基
礎
は
、
神
の
子
た
る
大
工
イ
エ
ス
で
あ
っ
て
、
彼
こ

そ
は
「
天
に
い
ま
す
父
の
こ
と
と
、
我
々
は
皆
兄
弟
で
あ
る
こ
と
を

教
え
給
う
た
」
と
い
っ
た
。
ブ
リ
ス
ら
の
考
え
を
こ
こ
で
述
べ
尽
す

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
結
局
彼
ら
は
何
よ
り
も
ま
ず
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

で
あ
っ
て
、
そ
れ
と
矛
盾
し
な
い
限
り
に
お
い
て
社
会
主
義
者
で
あ

っ
た
。
従
っ
て
、
鋭
い
資
本
主
義
批
判
と
、
社
会
改
革
の
方
法
（
土

地
・
鉄
道
・
電
信
・
電
話
お
よ
び
す
べ
て
の
資
源
の
国
有
化
、
光
熱
の
公
有
化
な

ど
）
と
、
改
革
老
精
神
と
を
社
会
主
義
か
ら
と
り
入
れ
た
が
、
そ
の

唯
物
史
観
や
無
神
論
、
ま
た
暴
力
に
よ
る
革
命
論
な
ど
は
拒
否
し
た
。

　
ブ
リ
ス
は
ま
た
、
グ
ラ
ド
ソ
と
同
じ
く
こ
の
時
代
の
「
支
配
的
な

　
⑰

思
想
し
i
神
の
内
在
性
、
社
会
の
有
機
的
連
帯
性
、
神
の
国
の
現

在
性
一
を
も
奉
じ
て
い
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
や
は
り
一
八
九
〇
年
代
に
活
躍
し
た
ア
イ
オ
ワ

州
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ヘ
ロ
ソ
（
0
8
目
σ
q
①
缶
⑦
蹟
§
）
は
、
遙
か
に
急
進
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
ピ
　
ユ
リ
ズ
ム

思
想
の
持
主
で
あ
っ
た
。
人
民
主
義
に
強
く
影
響
さ
れ
た
彼
は
、
正

式
に
社
会
党
に
入
党
し
た
数
少
な
い
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ラ
ー
の

一
人
で
あ
る
。
一
八
九
一
年
に
組
合
派
教
会
の
牧
師
と
な
っ
た
彼
は
、

九
三
年
に
ラ
ン
ド
（
菊
窪
α
）
夫
人
と
い
う
金
満
家
の
教
会
員
の
出
資

と
推
せ
ん
に
よ
っ
て
、
ア
イ
オ
ワ
大
学
に
新
た
に
設
け
ら
れ
た
実
践

キ
リ
ス
ト
教
倫
理
の
講
中
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

彼
は
キ
リ
ス
ト
の
自
己
犠
牲
の
倫
理
に
従
っ
て
教
会
は
社
会
を
再
建

設
す
べ
き
だ
と
唱
え
、
キ
リ
ス
ト
の
政
治
的
串
現
を
説
い
て
、
祉
会

主
義
を
全
面
的
に
奉
じ
た
が
、
実
際
的
救
済
案
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど

何
も
書
及
し
な
か
っ
た
。
彼
の
思
想
を
代
弁
す
る
『
神
の
国
』
（
§
馬

渓
き
箋
。
ミ
）
と
い
う
週
刊
紙
は
、
一
八
九
四
年
か
ら
五
年
間
続
い
て
、

最
高
二
万
の
読
者
が
あ
っ
た
。
こ
の
機
関
紙
の
最
大
の
重
要
性
は
、

そ
こ
に
寄
せ
ら
れ
た
記
事
や
手
紙
を
通
し
て
、
種
々
の
グ
ル
ー
プ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
モ
ソ
ウ
に
ル
ス

統
合
さ
れ
、
「
キ
リ
ス
ト
者
共
和
植
民
地
」
（
Ω
三
。
，
就
§
○
§
ヨ
9
μ
、

藷
9
｝
芸
0
9
。
ξ
）
と
い
う
共
産
主
義
的
共
同
体
を
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州

に
実
現
さ
せ
る
役
割
を
果
し
た
こ
と
で
あ
る
。
参
加
者
は
三
一
四
百

入
。
一
千
エ
ー
カ
ー
の
土
地
に
一
八
九
六
年
か
ら
数
年
続
い
た
こ
の

実
験
は
、
そ
の
機
関
雑
誌
『
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
』
（
翌
春
約
二

千
人
）
に
よ
っ
て
、
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
の
名
を
海
外
に
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
鰺

有
名
に
し
た
と
い
う
。

　
『
神
の
国
』
は
一
八
九
九
年
に
『
社
会
討
論
』
と
い
う
雑
誌
に
ひ

き
つ
が
れ
た
。
同
紙
は
同
年
ブ
リ
ス
に
よ
っ
て
翌
年
の
選
挙
で
共
和

党
を
破
る
た
め
の
改
革
的
政
党
を
結
成
し
よ
う
と
し
た
人
々
を
集
め
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アメリカ革斬塞義の繕神的騰土（児認）

て
作
ら
れ
た
門
鼻
革
改
革
同
盟
」
の
機
関
紙
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
政

治
的
試
み
は
失
敗
し
た
が
、
こ
の
雑
誌
の
読
春
は
一
時
は
五
千
人
に

達
し
「
キ
リ
ス
ト
．
教
の
唯
一
の
政
治
的
結
果
は
社
会
主
義
」
と
ま
で

極
言
し
た
が
、
僅
か
十
七
ケ
月
で
廃
刊
と
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
華
々
し
い
が
短
命
の
急
進
的
運
動
に
比
べ
て
、
静
か

だ
が
よ
り
重
要
に
思
え
る
の
は
、
　
一
八
九
二
年
に
バ
プ
テ
ィ
ス
ト

派
内
で
組
織
さ
れ
た
　
「
神
の
礪
の
同
胞
体
」
　
し
d
H
O
¢
お
毎
○
○
α
o
h

劉
言
σ
q
α
9
爵
の
働
き
で
あ
る
。
ラ
ウ
シ
ェ
ソ
ブ
ッ
シ
ュ
、
ウ
イ
リ
ア

ム
ズ
（
ピ
9
α
Q
馨
薯
≦
薫
謬
栃
）
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（
客
簿
7
鎚
鼠
卑
ω
o
臣
ヨ
に
什
）

な
ど
十
二
人
の
牧
師
の
友
情
か
ら
生
れ
た
こ
の
組
織
は
、
そ
の
名
の

意
味
す
る
考
え
方
を
こ
の
世
に
広
め
実
現
す
る
助
け
を
す
る
こ
と
を

闘
的
と
し
て
毎
夏
集
会
を
催
し
、
社
会
・
時
事
問
題
を
神
の
国
と
の

関
聯
に
お
い
て
論
じ
合
っ
た
。
こ
の
討
論
の
過
程
に
お
い
て
ラ
ゥ
シ

ェ
ソ
ブ
ッ
シ
ュ
は
、
後
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
の
最
も
洗
練
さ

れ
た
神
学
と
し
て
表
現
さ
れ
る
諸
思
想
を
成
熟
発
展
さ
せ
て
い
っ
た

と
い
袖
そ
の
内
憲
後
に
グ
ラ
ド
ソ
と
の
比
較
に
お
い
て
ト
窺
る

で
あ
ろ
う
。

　
鱈
円
熟
期
。
一
九
〇
〇
年
か
ら
第
一
次
大
戦
迄
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ゴ
ス
ペ
ル
が
教
義
的
に
も
組
織
的
に
も
真
に
円
熱
し
て
、
ア
メ
リ
カ

の
プ
μ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
内
に
お
け
る
指
導
的
地
位
を
公
認
さ
れ
た

時
期
で
あ
る
。

　
ま
ず
教
義
的
に
い
え
ば
、
こ
の
時
期
に
出
版
さ
れ
た
お
び
た
だ
し

い
数
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
的
文
書
の
中
で
も
、
特
に
す
ぐ
れ

て
い
た
の
は
う
ウ
シ
エ
ソ
ブ
ッ
シ
ュ
の
『
キ
リ
ス
ト
教
と
社
会
危
機
』

（一

縺
Z
七
年
）
、
『
社
会
秩
序
の
キ
リ
ス
ト
教
化
』
　
（
一
九
一
二
年
）
、

『
イ
エ
ス
の
社
会
的
原
理
』
（
一
九
一
六
年
）
、
『
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス

ペ
ル
の
た
め
の
神
学
』
（
一
九
一
七
年
）
で
あ
っ
た
。
彼
に
関
し
て
は

比
較
的
よ
く
美
本
で
も
知
ら
れ
て
い
る
し
、
彼
の
思
想
は
根
本
的
に

は
非
常
に
よ
く
、
グ
ラ
ド
ソ
あ
る
い
は
ブ
リ
ス
の
そ
れ
と
似
て
い
る

の
で
、
後
者
が
紹
介
さ
れ
つ
つ
あ
る
以
上
、
こ
こ
で
こ
れ
ら
の
書
の

一
々
に
つ
い
て
詳
述
す
る
必
要
は
少
い
。
た
だ
グ
ラ
ド
ソ
と
の
違
い

と
し
て
次
の
事
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
ラ
ウ
シ
ェ
ソ
ブ
ッ
シ
ュ
の
神
学
は
、
グ
ラ
ド
ソ
の
そ
れ
を
も
う
少

し
右
傾
化
（
1
1
脳
神
学
化
）
し
、
社
会
観
は
グ
ラ
ド
ソ
の
そ
れ
を
も
う

少
し
左
傾
化
（
琵
共
産
生
盤
渉
）
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
神
学
の
右

傾
化
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
ラ
ウ
シ
ェ
ソ
ブ
ッ
シ
ュ
は
グ
ラ
ド
ソ
の

廃
棄
し
た
原
罪
観
を
信
じ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
、
終
末
論
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

千
年
王
国
が
悪
と
の
激
し
い
戦
の
後
き
た
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
な
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ど
を
意
味
す
る
。
ま
た
社
会
観
に
お
い
て
は
、
前
者
は
「
共
産
主
義
」

を
近
代
社
会
が
そ
れ
に
向
っ
て
必
然
約
に
動
き
つ
つ
あ
る
一
つ
の
理

想
境
と
み
な
し
て
い
る
点
、
確
か
に
グ
ラ
ド
ソ
の
そ
れ
よ
り
左
に
寄

っ
て
い
る
。
だ
が
共
産
主
義
的
制
度
と
し
て
彼
が
意
味
す
る
所
の
も

の
は
、
家
庭
・
学
校
・
教
会
で
あ
っ
た
り
、
せ
い
ぜ
い
ブ
リ
ス
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

意
味
の
社
会
主
義
で
あ
る
事
を
知
れ
ば
、
グ
ラ
ド
ソ
の
思
想
と
さ
し

て
違
わ
な
い
事
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
時
期
の
組
織
的
運
動
の
中
で
、
ま
ず
左
派
的
な
も
の
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ヤ
　
ロ
　
シ
ツ
ブ

の
キ
リ
ス
｝
教
社
会
主
義
者
団
体
に
つ
い
て
一
言
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。
こ
の
団
体
は
一
九
〇
三
年
に
生
れ
た
『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主

　
　
　
　
　
　
　
⑬

義
春
』
と
い
う
雑
誌
に
寄
せ
ら
れ
た
手
紙
な
ど
を
通
じ
て
、
一
九
〇

六
年
に
で
き
た
団
体
で
、
　
「
社
会
主
義
は
宗
教
的
生
濡
の
経
済
的
表

現
で
あ
る
こ
と
を
示
す
」
の
を
目
的
と
し
、
国
際
的
社
会
主
義
の
原

理
に
従
い
、
社
会
党
支
持
を
嘱
導
し
た
。
百
六
十
人
の
牧
師
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ホ
フ
エ
ス
ト

て
署
名
さ
れ
一
九
〇
八
年
に
発
表
さ
れ
た
そ
の
宣
言
の
一
つ
は
、

「
貧
慾
の
罪
に
基
い
た
」
現
存
社
会
秩
序
は
、
　
「
宗
教
に
よ
っ
て
教

え
ら
れ
る
倫
理
的
生
活
を
不
可
能
に
し
た
」
が
、
社
会
主
義
は
宗
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
実
行
に
有
利
な
環
境
を
作
り
出
す
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
左
派
の
動
き
が
活
議
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
時
期

に
社
会
党
が
ア
メ
リ
カ
史
上
最
大
の
勢
力
を
示
し
た
こ
と
か
ら
容
易

に
肯
ん
ぜ
ら
れ
る
。
に
も
拘
ら
ず
左
派
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
．
ゴ
ス
ペ
ル
の

性
格
を
代
表
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
組
織
化
さ

れ
た
メ
ン
バ
ー
の
数
か
ら
い
っ
て
も
、
運
動
の
永
続
性
か
ら
い
っ
て

も
、
次
に
述
べ
る
ア
メ
リ
カ
・
キ
リ
ス
ト
教
ム
ム
連
A
μ
協
議
ム
筑
（
男
⑦
伽
。
奉
｝

O
O
§
O
二
〇
h
夢
O
Ω
差
零
冨
。
。
○
隔
Ω
’
風
馨
ヨ
〉
旨
O
鉱
。
欝
）
に
勝
る
団
体

は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
左
右
ど
ち
ら
に
も
偏
ら

な
い
思
想
を
表
明
し
て
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
男
O
O
O
》
は
、
一
八
八
○
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
宗
派
統
合
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

動
き
の
、
ま
さ
に
結
実
で
あ
る
。
一
九
〇
八
年
に
そ
の
第
一
囲
の
集

会
が
開
か
れ
た
時
、
そ
れ
は
三
十
の
宗
派
を
代
表
し
て
い
た
。
労
働

問
題
・
移
民
問
題
・
家
庭
生
活
・
国
際
関
係
な
ど
に
関
す
る
討
議
が

熱
心
に
な
さ
れ
た
他
、
A
F
L
の
五
代
目
の
副
会
長
を
し
て
い
た
ヘ

イ
ズ
U
．
｝
◆
国
9
《
○
ω
も
臨
席
す
る
も
と
で
、
労
働
者
と
教
会
の
利

益
の
た
め
に
特
別
な
集
会
が
催
さ
れ
た
。
こ
の
時
出
席
し
た
労
働
者

の
数
は
、
開
催
地
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
か
っ
て
集
っ
た
労
働
藩
の

ど
の
集
り
よ
り
も
多
か
っ
た
と
は
、
ヘ
イ
ズ
の
観
察
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
蜀
O
O
O
》
は
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
親
労
働
の
態
度
を
表
明

　
⑳

し
た
。
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アメリカ革新主親の精神的風土（児ヨま）

　
こ
の
喝
0
6
0
跨
は
、
専
黒
砂
を
腱
っ
て
鮭
会
学
的
技
術
に
基
い

た
調
査
や
ス
ト
の
仲
裁
な
ど
の
祉
会
的
活
動
を
活
議
に
行
っ
た
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
グ
ラ
ム

れ
は
四
年
毎
に
全
国
的
集
会
を
開
き
、
そ
の
計
顧
を
箇
条
書
き
に
し

て
発
表
し
た
。
中
で
も
一
九
一
二
年
の
そ
れ
は
一
九
三
二
年
迄
変
え

ら
れ
な
か
っ
た
が
故
に
重
要
で
あ
る
。
今
そ
れ
の
要
点
を
次
に
紹
介

す
る
こ
と
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
の
社
会
的
僑
条
・
計
画
を

具
体
的
に
明
確
に
知
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

　
「
教
会
は
次
の
も
の
の
実
現
の
た
め
に
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
」
と

し
て
、
一
九
一
二
年
の
箇
条
書
き
は
以
下
の
十
六
綱
隠
を
挙
げ
て
い

る
。
　
1
。
完
全
な
る
正
義
と
平
等
な
る
権
利
。
　
2
．
家
庭
の
保
護

（
特
に
各
州
同
一
の
離
婚
法
や
適
正
な
佳
宅
計
画
に
よ
っ
て
）
。
3
．
あ
ら

ゆ
る
児
童
の
可
能
な
限
り
の
最
大
の
発
達
。
　
（
特
に
適
切
な
教
育
、
娯

楽
の
提
供
に
よ
っ
て
）
。
4
．
児
童
労
働
禁
止
。
5
．
婦
人
の
労
鋤
条

件
改
善
の
法
的
制
定
。
6
．
貧
乏
の
減
少
と
予
防
。
7
．
禁
酒
。
8
．

健
康
の
保
持
。
9
．
労
働
者
の
、
危
険
な
機
械
や
職
業
か
ら
く
る
病

気
、
死
か
ら
の
保
護
。
1
0
、
万
人
の
麹
活
の
保
証
。
失
業
保
険
。
1
1
．

労
働
者
の
老
令
年
金
、
災
害
保
険
。
1
2
．
労
働
争
議
の
適
切
な
る
仲

裁
と
解
決
の
た
め
の
手
段
と
し
て
、
被
薩
用
者
も
問
じ
く
組
織
化
す

る
権
利
。
1
3
．
一
週
六
臼
制
（
つ
ま
り
安
息
臼
の
確
保
）
。
1
4
．
労
働
時

間
の
可
能
な
限
り
の
減
少
。
1
5
．
あ
ら
ゆ
る
産
業
に
お
け
る
最
低
賃

金
制
と
各
産
業
が
可
能
な
限
り
の
高
賃
金
。
1
6
．
財
産
の
獲
得
と
使

用
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
教
的
原
理
の
適
用
。
生
産
物
の
最
も
公
平
な

分
配
。
そ
し
て
「
最
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
こ
の
世
に
お
け
る
個
人
の

腰
い
、
ま
た
そ
の
個
人
を
通
し
て
の
こ
の
世
自
体
の
恥
い
で
あ
る
。

ど
ち
ら
か
一
方
の
畷
い
な
く
し
て
は
ど
ち
ら
の
購
い
も
あ
り
得
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

い
し
と
附
加
し
て
い
る
。

①
Q
Q
ぎ
濠
搬
寓
馨
g
語
㌦
．
。
D
。
。
巨
Q
o
巷
。
｝
．
、
、
ε
ω
ぎ
濠
肘
鍔
霧
g
毛
ω

　
p
郡
畠
9
ゆ
．
o
Q
諺
諒
詳
鼠
b
詩
議
。
§
ミ
黛
魚
需
馬
款
鷺
。
躊
ミ
ミ
導
ミ
a
（
翼
。
毛

　
槻
O
『
ぎ
一
〇
ひ
。
一
）
卿
℃
℃
．
a
Φ
山
メ
こ
の
0
0
プ
ρ
嬢
霞
鼠
馨
》
o
芝
。
噂
は
8
ぎ
の
。
鼠
ミ

　
O
o
愚
ミ
（
℃
置
置
9
首
H
島
ρ
”
H
鎗
O
）
の
著
表
で
も
あ
る
。

②
　
○
．
鵠
’
蛮
。
℃
窪
湯
”
o
》
職
“
；
℃
噛
ω
．

③
譲
窪
蔓
認
亀
噂
き
、
。
§
“
§
“
9
ミ
ミ
塁
§
脳
載
奪
§
偽
ミ
ミ
気
ミ
ミ
鵠
犠

　
（
法
⑦
薫
綬
霞
ぎ
お
畠
Y

④
高
懸
批
評
出
お
財
鶏
ρ
坤
鉱
9
ω
簿
と
は
、
自
書
の
原
文
の
翻
復
を
召
酌
と
す

　
る
本
文
批
評
の
上
に
立
ち
、
自
己
そ
の
も
の
畝
び
に
各
書
の
成
立
、
挫
質
、
軽
微
、

　
著
者
、
薯
作
の
年
代
と
場
所
…
な
ど
を
取
扱
う
、
文
学
的
、
歴
史
的
批
評
で
あ
り
、

　
十
八
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
急
激
に
発
展
し
、
そ
れ
ま
で
の
聖
雪
絶

　
対
無
謬
説
な
ど
を
く
つ
が
え
す
に
至
っ
た
。

⑤
簿
。
だ
野
駆
渉
6
と
は
、
富
蛮
は
社
会
の
よ
き
執
事
と
し
て
、
貧
者
が
自
分
自
身

　
で
富
を
使
う
場
合
よ
り
も
よ
く
、
自
己
の
蓄
積
し
た
富
を
貧
罠
及
び
敏
会
全
般
の

　
福
祉
の
た
め
に
使
う
べ
き
だ
と
す
る
思
想
で
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
の
「
富
の
福
音
」
（
一
八

　
八
九
年
発
蓑
）
の
中
に
そ
の
代
表
的
表
現
を
み
た
。
し
か
し
こ
の
思
想
自
体
は
ピ

　
ュ
ー
リ
タ
ソ
の
遺
艦
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
｝
o
び
ロ
≦
一
簿
ζ
o
℃
”

　
．
．
》
駕
O
山
巴
O
鴨
9
霞
棚
怠
巴
帰
O
》
騨
諜
な
二
参
照
。
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⑥
譲
ρ
二
》
．
3
諄
。
ざ
§
鴨
穿
乳
帆
蕊
§
叙
旧
き
亀
ミ
ミ
轟
面
恥
。
6
ミ
9
尽
鼻

　
（
緊
⑦
≦
〈
9
ぎ
δ
ま
〉
噛
膨
H
9

⑦
鍵
節
ざ
等
ミ
襲
§
畏
9
嚇
§
ぎ
砺
層
℃
．
ミ
O
’

⑧
勿
論
ブ
リ
ス
（
≦
曜
d
孕
や
望
冨
ω
レ
。
。
累
み
紹
①
）
の
よ
う
に
、
一
九
二
〇
年

　
代
ま
で
生
き
の
び
て
活
躍
す
る
入
も
艦
る
が
、
一
般
に
一
九
二
〇
年
代
に
は
ソ
…

　
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
は
衰
退
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
　
（
カ
…
タ
ー
の
前
掲
直
参

　
照
。
）
・
筆
考
は
そ
の
原
闘
の
ま
だ
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
一
つ
と
し
て
、
　
こ
の
指
導

、
的
第
一
世
代
の
死
去
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

⑨
こ
の
小
耳
は
、
ジ
ョ
…
ン
ズ
を
始
め
数
名
の
帯
革
瑠
達
が
、
ニ
ュ
…
イ
ソ
グ
ラ

　
ソ
ド
の
労
働
者
の
窮
状
を
改
善
す
る
鷹
的
で
集
っ
た
集
会
か
ら
で
き
上
っ
た
も
の
、

　
（
¢
o
宴
ぎ
ρ
息
．
ミ
‘
℃
誌
b
。
）
、
と
い
う
か
ら
、
そ
の
成
立
の
審
情
に
は
、
魔

　
　
　
　
　
　
イ
ン
パ
ク
ト

　
業
の
与
え
た
衝
搬
が
よ
み
と
れ
る
。

⑩
ジ
・
ー
ン
ズ
に
関
し
て
は
薫
。
℃
匠
霧
”
娼
勺
意
ム
ρ
卜
触
島
霞
該
露
P

　
《
ミ
罫
題
謁
＆
ミ
ミ
ミ
恥
笥
斡
き
恥
q
さ
ミ
四
眠
恥
馬
（
O
欝
導
げ
甑
山
α
q
ρ
至
当
ω
こ
お
窃
麟
）
、

　
唱
マ
。
。
刈
…
g
。
¢
参
照
。
な
お
神
の
鼠
概
・
怠
と
具
体
的
…
諸
提
案
と
に
お
い
て
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ

　
と
グ
ラ
ド
ン
に
は
共
通
性
が
あ
る
が
、
グ
ラ
ド
ソ
が
ジ
ョ
ー
ン
ズ
か
ら
影
響
を
う

　
け
た
可
能
盤
が
強
い
。
と
い
う
の
は
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
『
天
岡
』
が
出
た
一
八
七
一

　
年
か
ら
七
五
年
迄
、
グ
ラ
ド
ソ
は
『
熟
瓜
ー
ヨ
ー
ク
・
イ
ソ
デ
ペ
ソ
デ
ソ
ト
撫
誌

　
の
宗
教
配
事
の
編
集
考
で
あ
り
、
鍵
盤
「
天
國
を
地
上
に
も
た
ら
そ
う
と
し
て
い

　
た
運
動
」
を
能
う
限
り
よ
く
知
り
解
釈
し
よ
う
と
し
た
、
と
後
に
述
懐
し
て
い
る

　
か
ら
で
あ
る
。
　
Ω
㌶
畠
α
⑦
鈍
需
魯
ミ
鳶
無
ご
肉
声
や
G
。
ら
。
●

（
⑪
　
≦
霧
げ
窪
σ
q
8
嵩
O
貯
山
山
①
ρ
聖
ミ
ミ
謡
偽
ミ
。
特
賞
ミ
ミ
§
ミ
精
肉
ミ
特
ご
受
鴨
越

　
（
窯
Φ
芝
綬
。
ユ
ゴ
固
。
。
刈
ρ
）
o
劉
く
綜
山
回
ρ

⑫
出
。
讐
5
ρ
愚
．
ミ
‘
電
噛
。
。
・
。
壷

⑬
　
き
ミ
．
℃
．
ω
撃

⑭
き
幾
’
魯
・
嵩
り

⑮
図
巴
娼
プ
護
■
○
騨
σ
銘
鉱
㌧
8
ぎ
G
o
ミ
題
ミ
、
鼠
ミ
ミ
勘
§
w
b
恥
ミ
。
ミ
ミ
鳶

　
日
評
o
N
薦
ミ
（
ヴ
州
①
づ
・
　
く
O
璽
犀
’
　
一
り
幽
O
）
噛
ワ
ま
ρ

⑯
≦
霧
冨
品
8
獅
二
巴
（
ζ
掃
讐
密
覧
謎
騎
9
蔑
§
§
、
回
§
ミ
緊
さ
§
ζ
ミ

．
謎
。
建
鳳
。
鞘
馬
賢
§
（
b
5
0
陰
O
炉
一
q
。
刈
O
）
こ
の
考
え
方
に
は
類
O
鑓
。
⑦
切
戸
屋
げ
鐸
巳
ご

　
O
ぎ
・
掛
驚
ミ
い
ン
ミ
ミ
黛
謡
（
H
O
◎
繕
『
）
な
ど
の
影
総
醐
が
附
兄
ら
れ
る
。
グ
ラ
ト
ン
は
一
八

　
六
〇
年
代
に
ブ
ッ
シ
ュ
ネ
ル
や
F
・
ロ
バ
：
ト
ソ
ソ
な
ど
の
著
書
に
接
し
、
新
し

　
い
神
学
、
新
し
い
批
界
に
対
す
る
目
を
淵
か
れ
た
、
と
喜
ん
で
い
る
。
◎
ζ
α
O
o
P

　
霜
馬
偽
O
舞
馬
“
識
S
謎
り
昌
H
り
．

⑰
　
霞
み
に
新
神
学
は
唱
δ
α
q
話
ω
巴
く
o
o
答
げ
。
α
o
襟
望
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
し

　
て
笈
出
御
は
こ
の
や
3
α
q
門
。
ω
ω
陣
く
。
と
い
う
壷
μ
葉
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
進
歩

　
的
と
い
う
意
味
と
同
時
に
漸
進
酌
と
い
う
意
味
も
舎
ま
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
あ

　
る
。
そ
し
て
こ
の
℃
お
σ
q
『
霧
。
庸
ぞ
o
o
簿
げ
。
α
o
区
《
は
、
精
に
グ
ラ
ド
ン
の
場
合
、

　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ィ
ま
ズ
ム

　
正
統
的
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
と
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
や
理
紳
論
と
の
間
の
、
中
道

　
主
義
帥
色
彩
が
非
常
に
強
い
。
　
（
照
、
淀
②
参
照
）
し
か
も
グ
ラ
ド
ン
の
社
会
観

　
に
も
、
偲
人
主
義
と
社
会
煮
義
の
闘
の
中
道
主
義
が
み
ら
れ
る
の
は
、
偶
然
の
一

　
致
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。

⑱
鵠
。
要
三
ρ
愚
．
ミ
こ
℃
℃
●
同
O
？
δ
9

⑲
　
き
ミ
こ
や
二
③
を
中
心
と
し
た
第
六
章
。
及
び
ω
O
ω
1
ω
設
買
。

⑳
｝
♂
ミ
こ
ワ
＝
①
’

⑳
　
♂
ミ
こ
や
＝
b
o
9

⑳
　
そ
れ
以
前
の
も
の
で
も
、
た
と
え
ば
グ
ラ
ド
γ
の
『
労
働
者
と
、
墨
筆
藩
』
執
簗

　
の
禦
情
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
キ
リ
ス
ト
嚢
労
働
同
盟
成
立
の
寧
精
（
本
節
漉
⑨
参
照
）

　
な
ど
に
は
、
薩
撒
渠
主
菰
の
与
え
た
衝
鍛
～
が
み
ら
れ
る
。

⑳
　
も
っ
と
も
こ
れ
ら
の
漸
神
学
的
要
素
の
集
大
成
的
表
現
は
『
今
旨
の
神
学
』

　
（
　
九
一
三
年
）
に
お
い
て
で
あ
り
、
翼
に
ラ
ウ
シ
ェ
ソ
ブ
ッ
シ
ュ
の
『
ソ
ー
シ

　
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
の
た
め
の
神
学
』
　
（
一
九
一
七
年
）
に
お
い
て
、
そ
の
最
も
涜

　
練
さ
れ
た
表
現
を
み
る
の
で
あ
る
が
、
グ
ラ
ヂ
ソ
の
場
倉
、
一
八
七
六
年
か
ら
始

　
ま
っ
て
、
神
学
と
祉
会
学
は
常
に
手
を
携
え
合
っ
て
、
同
時
に
形
成
さ
れ
て
い
っ

　
た
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。

⑳
名
霧
ぼ
コ
α
q
8
嵩
○
霞
良
α
2
同
鴇
ミ
ぎ
嶺
噛
、
ミ
こ
書
勲
ミ
馬
㌧
（
じ
ご
o
m
ε
轟
乱
国
繊
γ

　
℃
℃
■
認
g
。
一
①
G
。
・

⑳
　
／
＜
第
三
昌
σ
q
8
轟
○
冨
伍
α
o
ρ
、
．
同
ゴ
。
賭
。
≦
し
6
3
げ
㌦
．
ヨ
け
7
0
込
蓋
嚇
ミ
”
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アメリカ革籍主義の精神的風ff二（児還）

　
（
閃
。
σ
・
一
Q
。
逡
）
讐
や
諺
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⑳
　
薯
霧
ご
冨
σ
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ε
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．
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O
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①
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。
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憲
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O
芝
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O
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Φ
■

⑳
　
O
一
巴
9
詳
ミ
ぎ
ミ
噛
、
o
鷺
き
回
診
ミ
鞠
～
ワ
ω
ω
一
顧

鰺
　
ノ
＜
ρ
菩
蒼
σ
q
8
嵩
○
一
巴
9
⇒
り
逃
薯
ミ
薦
£
§
箋
s
偏
向
器
馬
ぎ
ト
受
こ
ぎ
旨
き
起

　
置
ミ
ミ
ミ
簿
ミ
起
ミ
製
本
へ
o
s
§
Q
（
累
。
≦
磯
◎
憎
ぎ
ド
。
。
8
）
層
や
ト
。
9

⑱
　
芝
霧
三
雛
σ
q
8
嵩
◎
置
砧
紆
【
ご
　
℃
蓋
鶏
慧
－
§
旨
　
園
5
き
ご
偽
境
（
O
o
ξ
導
σ
蕊
樋

　
○
置
p
お
一
ω
）
℃
℃
や
這
ゐ
’

⑳
　
0
5
象
。
鈍
鳶
ミ
ミ
薦
O
舘
砺
箋
§
勲
魁
』
b
。
釦

⑳
　
ノ
く
霧
三
謎
8
昌
9
匙
O
①
節
嵐
特
黛
帖
ミ
9
適
箋
§
監
蔓
（
b
ご
。
簿
8
し
。
。
c
。
ρ
）

　
ワ
お
野

．
⑫
　
O
冨
＆
。
P
勲
箋
嚇
さ
碇
O
§
砺
職
§
砺
ま
た
〆
＜
霧
7
一
昌
α
q
8
旨
O
訂
a
象
”
刷
喪
蕊

　
勲
、
。
蕊
§
ミ
8
ミ
い
無
ぎ
。
馬
亀
N
旨
鷺
亀
O
ミ
．
防
§
慢
ミ
O
o
器
§
暑
§
い
こ

　
（
切
。
ω
♂
許
固
。
。
謡
γ
φ
ぎ
辱

韓
　
ギ
ル
マ
ン
の
穏
健
な
、
中
道
主
義
的
態
度
は
、
マ
ソ
教
援
を
し
て
ギ
ル
マ
ソ
を

　
「
ボ
ス
ト
ン
の
グ
ラ
ド
ン
偏
と
い
わ
せ
て
い
る
。
（
鷺
ρ
誹
詳
ぎ
謹
ぎ
馬
物
馬
。
ミ
㎞
四
魅
譜
”

　
℃
℃
．
G
。
令
伊
り
甲
。
。
し
し
か
し
影
響
関
係
は
む
し
ろ
ギ
ル
マ
ソ
か
ら
グ
ラ
ド
ソ
へ
、

　
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
グ
ラ
ド
ン
の
薪
作
の
中
に
は
、
ギ
ル
マ

　
ソ
の
名
が
言
及
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

⑭
　
ノ
＜
．
O
．
腎
●
切
賦
臣
に
関
し
て
は
嬉
。
覧
凱
轡
μ
ρ
o
博
．
9
罰
。
一
μ
。
×
と
竃
聖
護
、

　
o
賢
驚
餅
｝
）
や
O
？
H
霞
に
よ
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

⑳
　
¢
o
覧
瓢
霧
’
愚
’
ミ
こ
℃
．
一
。
。
9

慾
　
き
ミ
噛
℃
ワ
嵩
①
1
刈
G
。
・

覇
｝
需
ミ
§
偽
ミ
恥
翁
ミ
．
罫
偽
》
＄
馬
ミ
瓢
当
馬
（
し
6
0
簿
。
ジ
ド
Q
。
㊤
㎝
）
と
い
う
本
は
、

　
グ
ラ
ド
ソ
に
よ
っ
て
漱
“
か
れ
、
賞
♪
を
得
て
有
名
に
な
っ
た
。

鐙
　
こ
の
試
み
は
チ
ブ
ス
と
不
作
に
よ
っ
て
一
九
〇
〇
年
に
解
散
し
た
。
ヘ
ロ
ソ
霞

　
身
の
影
響
力
も
、
翌
年
彼
が
ラ
ン
ド
夫
入
の
娘
と
再
婚
し
て
イ
タ
リ
！
へ
渡
っ
て

　
以
降
、
急
速
に
衰
え
て
し
ま
っ
た
。
　
踏
。
℃
誓
瞬
多
。
特
ミ
ニ
o
F
区
り

鍍
　
㌻
ミ
こ
娼
や
お
一
－
。
ゆ
餅

⑳
　
≦
巴
8
騰
潟
釜
。
・
。
ぎ
¢
9
切
。
一
ご
延
殿
ぎ
ミ
。
題
誉
や
き
恥
恥
。
無
職
馬
O
。
落
匙

　
（
翼
旨
く
く
。
井
樋
お
ミ
）
や
や
欝
I
q
。
・

⑪
・
♂
ミ
こ
や
b
。
蒙
．

⑫
　
≦
鉱
け
＄
園
暑
ω
9
窪
薯
ω
簿
智
G
ミ
一
嵩
§
帆
ミ
§
孔
の
8
帖
ミ
9
謎
玖
瓢
。
乏

　
く
。
同
】
や
お
ミ
）
㌧
唱
や
◎
。
。
。
。
。
ム
O
O
・

⑬
　
こ
の
隔
遡
毎
の
雑
誌
は
、
　
一
九
〇
九
年
迄
に
二
千
の
牧
師
の
瀞
…
者
を
得
、
窮
一

　
次
大
戦
後
に
つ
ぶ
れ
る
迄
、
最
高
二
万
の
発
行
部
数
を
も
っ
た
。
　
ユ
ー
ジ
ン
・
V
・

　
デ
ブ
ス
絹
蛋
α
⇒
¢
⇔
④
く
「
U
⑦
σ
㏄
や
ラ
ウ
シ
ェ
ン
ブ
ッ
シ
訊
も
、
そ
の
寄
稿
者
で
あ

　
つ
た
。

⑭
　
国
。
覚
＾
ヨ
。
。
”
o
麿
ミ
ニ
唱
℃
．
卜
。
ω
①
ム
ω
．

⑲
　
前
述
9
7
頁
の
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
労
務
蒋
と
教
会
の
全
圏
連
合
会
」
は
、
一
九
〇

　
五
年
に
各
宗
派
公
認
の
代
表
五
百
人
を
集
め
て
全
図
酌
集
会
で
あ
る
、
　
「
連
食
に

　
関
す
る
教
会
間
会
議
駄
を
開
い
た
。
こ
の
会
議
こ
そ
は
、
こ
こ
に
代
表
を
出
し
て

　
い
る
沓
宗
派
内
部
の
賛
同
が
得
ら
れ
た
場
合
、
ア
メ
リ
カ
キ
リ
ス
ト
教
会
連
合
協

　
議
会
を
結
成
す
る
こ
と
を
可
決
し
た
の
で
あ
る
。

慾
　
き
ミ
こ
ワ
。
。
8
．

⑰
§
糺
‘
竈
胴
ω
δ
山
本

三
、
グ
ラ
ド
ン
の
社
会
観

　
次
に
グ
ラ
ド
ソ
の
社
会
観
に
主
と
し
て
焦
点
を
喋
る
に
当
り
、
第

一
に
彼
の
現
状
把
握
、
第
二
に
原
因
の
追
求
の
仕
方
、
第
三
に
改
革

の
目
標
、
第
四
に
改
革
の
方
法
と
具
体
的
提
案
及
び
成
果
に
つ
い
て

瞥
回
し
、
同
時
に
そ
れ
ら
と
彼
の
神
学
及
び
生
涯
と
の
関
係
も
、
紙

面
の
許
す
限
り
言
及
し
て
み
た
い
。
け
だ
し
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ

ル
は
何
よ
り
も
牧
師
達
の
運
動
で
あ
っ
て
、
彼
ら
の
実
践
と
神
学
と
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を
抜
き
に
し
て
は
論
じ
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
θ
現
状
把
握
。
　
一
般
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ラ
ー
は
改
革
の
方

法
や
哲
学
に
お
い
て
よ
り
も
、
現
状
拙
握
、
批
判
に
お
い
て
、
そ
の

リ
ア
リ
ズ
ム
の
故
に
す
ぐ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
輪
グ
ー
フ
ド
ソ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

て
も
例
外
で
は
な
い
。
彼
は
若
い
頃
雑
誌
の
編
集
を
手
が
け
た
り
、

一
八
九
二
年
に
は
組
合
教
会
派
が
主
宰
す
る
二
種
の
産
業
問
題
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

会
の
委
員
長
を
務
め
た
り
、
一
九
〇
〇
年
か
ら
僅
か
二
年
間
で
は
あ

っ
た
が
、
オ
ハ
イ
オ
州
コ
ロ
ン
バ
ス
市
の
市
会
議
員
に
選
ば
れ
て
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

政
の
実
際
に
携
っ
た
り
し
た
社
会
的
漬
動
家
で
あ
っ
た
。
の
み
な
ら

ず
彼
自
身
が
自
分
の
教
会
員
や
、
教
会
に
来
な
い
労
働
者
な
ど
を
対

象
に
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
な
ど
、
常
に
民
衆
の
意
見
や
生
活
の

実
態
を
適
確
に
把
握
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
か
彼
の

現
状
把
握
の
仕
方
は
多
く
の
場
合
、
こ
こ
で
は
一
々
挙
げ
ぬ
が
、
客

観
的
デ
ー
タ
ー
に
基
い
て
い
た
。

　
彼
の
現
状
把
握
を
簡
単
に
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
い

う
ま
で
も
な
く
、
彼
は
産
業
問
題
・
都
市
問
題
を
「
最
も
差
し
迫
っ

　
　
　
　
　
　
　
⑤

た
問
題
」
と
み
な
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
最
も
多
く
発
言
し
た
。
彼

は
『
実
践
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
』
（
一
八
八
六
年
）
に
お
い
て
、
南
北
戦

争
後
、
国
富
は
著
し
く
増
大
し
た
の
に
、
そ
れ
を
生
み
出
す
た
め
に

最
も
力
あ
っ
た
労
働
者
の
実
質
賃
金
は
殆
ん
ど
上
ら
な
い
ど
こ
ろ
か
、

一
部
低
下
の
傾
向
さ
え
見
せ
、
富
は
少
数
金
満
家
の
手
に
著
し
く
集

中
し
た
こ
と
を
、
不
正
義
・
不
公
平
の
状
態
と
み
な
し
た
。
し
か
も

こ
れ
ら
比
較
的
少
数
の
金
満
家
が
立
法
府
・
裁
判
所
、
党
大
会
な
ど

を
操
っ
て
、
金
力
で
か
れ
ら
の
既
得
権
益
を
擁
護
し
、
政
治
権
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

根
源
か
ら
毒
し
て
い
る
こ
と
を
非
難
し
た
。
ま
た
さ
ま
ざ
ま
の
方
法

で
自
己
の
利
益
の
増
大
の
み
を
は
か
る
鉄
道
の
や
り
口
は
、
　
「
近
代

に
お
け
る
最
も
巨
大
な
専
欄
の
一
つ
」
だ
と
慨
嘆
し
た
。
の
み
な
ら

ず
雇
用
者
側
は
、
自
ら
合
同
し
て
種
々
の
独
占
体
を
形
成
し
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

に
よ
っ
て
自
由
競
争
は
事
実
上
崩
為
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

情
勢
下
に
あ
っ
て
は

　
労
働
春
も
ま
た
、
そ
の
正
し
い
要
求
の
た
め
に
団
結
す
る
権
利
を
誰
が
否

　
定
し
え
よ
う
か
。
國
結
は
争
い
を
意
味
し
争
い
は
確
か
に
非
常
な
悪
で
は

　
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
澱
大
の
悪
で
は
な
い
。
こ
の
世
の
仕
事
に
励
む
人

　
々
の
燈
久
的
零
落
こ
そ
は
よ
り
大
き
な
悪
で
あ
ろ
う
。
も
し
団
結
に
よ
っ

　
て
賃
銀
労
働
者
が
、
彼
ら
を
圧
迫
し
て
い
る
傾
向
に
抵
抗
で
き
、
増
大
し

　
っ
っ
あ
る
窟
に
応
じ
て
の
分
け
前
を
得
る
権
利
を
主
張
し
維
持
で
き
る
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ぎ
メ
ソ

　
ら
、
彼
ら
を
鴎
結
せ
し
め
、
万
人
を
し
て
回
り
と
い
わ
し
め
よ
う
で
は

　
　
　
③

　
な
い
か
。
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アメリカ革鷲主義の精神的風土（．児ヨ三）

　
こ
の
演
説
は
一
八
八
六
年
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
市
に
お
け
る
ス
ト

の
調
停
役
を
頼
ま
れ
た
グ
ラ
ド
ソ
が
労
働
者
と
雇
用
者
の
双
方
を
前

に
し
て
な
し
た
も
の
で
、
．
．
H
ω
詳
勺
①
曽
。
①
○
触
毛
鍵
～
、
、
と
題
さ
れ
、

彼
の
社
会
観
を
表
わ
す
主
著
、
諏
辱
黛
帆
ミ
Ω
ミ
帖
罫
§
ミ
量
の
中
に
収

録
さ
れ
た
。
そ
の
底
に
は
第
一
に
、
労
働
者
に
も
そ
の
働
き
の
結
果

の
当
然
の
分
け
前
を
与
え
よ
と
す
る
正
義
観
、
第
二
に
労
働
者
の
人

間
と
し
て
の
零
落
を
真
に
悲
し
む
心
、
第
三
に
彼
ら
が
合
同
化
し
た

資
本
家
勢
力
に
対
す
る
均
衝
を
実
現
す
る
た
め
に
団
結
す
る
の
は
嶺

然
だ
と
す
る
考
え
方
、
第
四
に
こ
の
世
の
不
遇
者
が
自
ら
の
足
で
立

ち
上
っ
て
、
当
然
の
権
利
を
享
受
で
き
る
よ
う
な
道
を
開
い
て
や
る

の
は
社
会
人
一
般
の
義
務
だ
と
す
る
考
え
方
な
ど
が
見
ら
れ
る
と
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
イ
ノ
　
ト

う
。
そ
し
て
彼
の
発
言
に
常
に
共
通
し
て
流
れ
る
こ
の
主
調
の
そ
れ

ぞ
れ
の
因
子
は
、
彼
の
奉
じ
て
い
た
神
学
や
、
身
を
浸
し
て
い
た
ア

メ
リ
カ
民
主
々
義
の
伝
統
と
深
い
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
今
こ

の
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
も
う
少
し
考
察
し
て
み
た
い
。

　
第
一
に
正
義
観
に
関
し
て
だ
が
、
グ
ラ
ド
ソ
の
神
学
に
お
い
て
も
、

正
義
は
非
常
に
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。
前
述
し
た
一
八
七
六

年
の
神
学
書
の
中
で
彼
は
、
　
「
義
こ
そ
は
キ
リ
ス
ト
者
に
と
っ
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

出
発
点
で
あ
り
、
ゴ
ー
ル
で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。
ま
た
高
層
批
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
に
ハ
イ
ヲ
ハ
ル
コ
サ
ハ
リ
ユ
　

の
成
果
を
認
め
つ
つ
も
、
彼
は
聖
書
の
残
存
価
値
の
一
つ
を
、
「
義

の
発
展
を
記
し
た
書
」
と
み
な
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
彼
の
神
の

国
概
念
の
中
で
は
、
」
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
強
調
し
た
愛
だ
け
で
は
な

く
、
義
も
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
　
（
後
述
）

　
第
二
に
働
く
者
の
経
済
的
∵
精
神
的
零
落
に
対
す
る
怒
り
と
悲
し

み
の
裏
に
は
、
働
く
者
に
対
す
る
兄
弟
と
し
て
の
愛
情
と
、
い
か
な

る
人
も
神
の
子
た
る
資
格
と
可
能
性
を
有
す
る
が
故
に
、
そ
の
資
格

を
侮
辱
し
、
可
能
性
を
窒
息
さ
せ
る
よ
う
な
状
態
に
放
置
さ
れ
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
儒
念
と
が
あ
る
。
一
般
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ

ラ
ー
は
、
万
人
が
兄
弟
た
る
こ
と
ヒ
d
機
○
夢
①
夢
o
O
匹
O
h
勲
頃
誉
Φ
跡
と
、

万
人
の
父
と
し
て
の
通
男
斜
蔦
蔓
び
O
o
島
O
h
O
O
α
と
、
神
の
國
の
地

上
実
現
囚
営
σ
q
自
○
営
○
眺
Q
O
山
。
⇒
Φ
9
詳
げ
と
い
う
悪
念
を
、
社
会

　
　
　
　
　
　
イ
茎
ジ
テ
イ
ヅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

改
革
の
重
要
な
動
機
づ
け
と
し
て
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
特
に
グ

ラ
ド
ソ
の
場
合
、
労
働
表
に
対
す
る
兄
弟
愛
に
は
、
単
な
る
お
題
圏

を
越
え
た
親
身
の
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
印
刷

工
と
し
て
働
い
た
彼
の
若
い
頃
の
経
験
や
、
幼
く
し
て
父
を
失
い
、

祖
父
の
農
場
で
一
日
中
働
い
て
も
半
セ
ン
ト
し
か
も
ら
え
な
か
っ
た

と
い
う
経
験
に
も
基
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
事
実
こ
の
辛
い
経
験
は
、

「
低
賃
銀
で
…
羅
い
人
を
圧
迫
す
る
行
為
に
対
し
て
敏
感
に
な
っ
た
始
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⑭

ま
り
」
だ
と
彼
自
身
の
ち
に
述
懐
し
て
い
る
。

　
第
三
に
労
働
老
が
薩
用
者
の
合
同
化
の
傾
向
に
対
抗
す
る
た
め
に

団
結
す
る
の
を
グ
ラ
ド
シ
は
当
然
視
し
た
事
を
述
べ
た
際
、
筆
者
は

敢
え
て
勢
力
均
衡
を
実
現
す
る
た
め
に
と
い
っ
た
。
な
る
ほ
ど
有
畑

の
労
働
の
結
果
の
正
妾
な
分
け
前
を
要
求
し
て
団
結
す
る
限
り
、
そ

れ
は
正
義
実
現
の
た
め
の
闘
争
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
も
確
か
に
グ

ラ
ヂ
ソ
は
労
働
者
の
団
結
権
・
ス
ト
権
・
団
交
権
な
ど
を
支
持
し
た
。

し
か
し
こ
の
時
点
に
お
い
て
、
合
同
化
の
著
し
い
雇
用
者
側
の
勢
力

　
も
　
　
　
も

に
対
抗
し
う
る
だ
け
の
勢
力
を
、
労
働
者
側
が
獲
得
す
る
こ
と
は
当

然
だ
と
い
う
考
え
方
が
グ
ラ
ド
ソ
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
彼
が
い
か
に

均
衡
（
◎
盤
…
竃
篇
ヨ
｝
ぴ
奉
読
。
。
）
を
尊
ぶ
言
辞
を
し
ば
し
ば
呈
し
て
い

た
か
を
知
れ
ば
い
え
る
と
思
う
。
例
え
ば
彼
は
『
道
具
と
人
問
』
の

中
で
｝
、
留
女
キ
リ
ス
ト
者
の
仕
事
の
成
功
は
、
二
種
類
の
活
動
の
閻

に
均
衡
を
維
持
す
る
こ
と
に
大
き
く
か
か
っ
て
い
る
。
進
歩
は
同
等

の
勢
力
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
持
す
る
こ
と
で
し
ば
し
ば
条
件
づ
け
ら
れ

る
。
文
明
が
滅
び
た
り
遅
滞
さ
せ
ら
れ
る
多
く
の
場
合
は
こ
の
均
衡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
保
持
に
失
敗
す
る
た
め
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
は

　
　
　
　
チ
エ
ツ
ク
ス
　
ワ
ア
ン
ロ
お
ロ
ぞ
ハ
コ
ン
ン
セ
ス

伝
統
的
に
抑
制
と
均
衡
を
尊
ぶ
ア
メ
リ
カ
民
主
六
義
の
影
響
が

み
ら
れ
る
と
思
う
。
そ
れ
故
グ
ラ
ド
ソ
に
と
っ
て
も
、
他
の
殆
ん
ど

の
ア
メ
リ
カ
人
と
同
様
、
労
働
者
勢
力
の
み
が
強
く
な
っ
て
プ
ロ
レ

タ
リ
ヤ
ー
ト
の
独
裁
を
実
現
す
る
と
い
う
よ
う
な
極
端
な
思
想
は
肯

定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
資
本
家
勢
力
と
対
等
の
立
場

を
築
か
せ
る
た
め
の
労
働
老
の
団
結
の
是
認
で
あ
っ
て
、
そ
の
上
で

調
停
や
団
体
交
渉
を
通
じ
て
、
闘
争
よ
り
は
更
に
望
ま
し
い
平
和
の

う
ち
に
和
解
し
お
互
の
存
在
理
由
と
権
利
と
を
尊
重
し
つ
つ
、
協
力
、

協
調
関
係
を
社
会
の
あ
り
方
の
基
盤
と
し
て
打
ち
た
て
て
行
く
こ
と

こ
そ
、
よ
り
人
間
的
、
キ
リ
ス
ト
教
的
、
進
歩
的
で
は
な
い
か
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
0
3
・

う
の
が
、
グ
ラ
ド
ン
の
一
貫
し
た
論
法
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
彼
の
志

向
す
る
社
会
体
腔
は
、
せ
い
ぜ
い
修
正
資
本
主
義
の
域
を
出
な
い
と

い
え
よ
う
。
彼
自
身
の
　
蚕
葉
で
い
え
ば
「
個
人
主
義
と
社
会
主
義
の

ど
ち
ら
か
一
方
の
み
が
社
会
組
織
の
た
め
に
安
全
な
原
理
を
提
供
す

る
と
は
思
わ
な
い
。
我
々
の
必
要
と
す
る
の
は
、
こ
の
二
つ
の
原
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

を
対
等
関
係
に
保
つ
こ
と
（
O
o
9
象
舜
鉱
8
）
」
な
の
で
あ
る
。
い
わ

ば
個
人
主
義
と
社
会
主
義
の
中
道
を
行
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
オ
イ
の
ノ
　
ト

　
第
四
の
主
調
で
あ
る
、
こ
の
世
の
不
遇
者
が
自
ら
の
足
で
立
ち

上
っ
て
、
当
然
の
権
利
を
享
受
で
き
る
よ
う
な
道
を
開
い
て
や
る
の

は
、
社
会
人
一
般
の
義
務
だ
と
す
る
考
え
方
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
シ
ヤ
ル
リ

ス
ペ
ラ
ー
が
そ
の
実
現
の
た
め
に
貢
献
し
た
と
み
な
さ
れ
る
、
社
会
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ウ
ゑ
ル
フ
ニ
ア
ロ
ス
テ
ま
ト

福
祉
国
家
の
精
神
に
つ
な
が
る
と
思
う
。
但
し
グ
ラ
ド
ソ
の
場
合
、

自
助
自
立
を
尊
ぶ
心
が
国
家
や
社
会
の
責
任
を
重
ん
じ
る
心
と
最
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ま
で
併
存
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
彼
が
過
渡
期
の
、
彼
欝
身
多
少

混
乱
し
た
思
想
家
で
あ
っ
た
た
め
も
あ
ろ
う
が
、
ア
メ
リ
カ
の
強
い

個
人
主
義
的
伝
統
に
漫
さ
れ
て
い
た
た
め
で
も
あ
ろ
う
。

　
話
を
グ
ラ
ド
ソ
の
現
状
掘
握
に
つ
い
て
戻
す
と
、
彼
は
ま
た
当
然

な
が
ら
、
失
業
、
貧
困
、
労
働
者
や
青
少
年
の
不
健
全
な
娯
楽
・
生

活
環
境
、
離
婚
の
増
大
に
見
ら
れ
る
家
庭
生
活
破
壊
の
傾
向
、
児

童
、
婦
人
労
働
の
搾
取
、
売
春
、
飲
酒
、
賭
ば
く
な
ど
の
諸
社
会
悪

の
実
情
に
よ
く
通
じ
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
改
善
の
た
め
に
生
涯
を
通

じ
て
発
言
し
続
け
た
。
こ
れ
は
彼
が
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
・
カ
レ
ジ
を
一

八
五
九
年
に
卒
業
し
て
ま
も
な
く
、
結
婚
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
も
ブ

ル
ヅ
ク
リ
ソ
の
組
合
教
会
の
牧
師
と
し
て
赴
任
し
た
そ
も
そ
も
の
始

め
か
ら
、
　
「
都
市
の
挑
戦
」
に
直
面
し
、
そ
れ
を
「
生
涯
を
通
じ
て

の
問
題
」
と
し
て
取
り
組
ん
だ
と
い
う
、
彼
自
身
の
思
葉
を
裏
書
き

　
　
　
　
　
　
⑯

す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
後
も
常
に
工
業
化
し
つ
つ
あ
る
都
市

の
牧
師
と
し
て
、
八
二
年
の
長
い
生
涯
中
、
半
世
紀
余
を
過
し
た
。

そ
の
間
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
著
し
く
進
展
し
た
産
業
主
義
の
は
ね

っ
返
り
と
し
て
の
諸
問
題
を
、
い
か
に
敏
感
に
う
け
と
め
応
試
し
て

い
っ
た
か
は
、
す
で
に
見
た
ご
と
く
、
社
会
観
に
関
す
る
彼
の
主
著

が
殆
ん
ど
産
業
上
の
大
事
件
の
後
に
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

わ
か
る
。

　
グ
ラ
ド
ソ
は
ま
た
、
教
会
が
中
産
、
上
流
階
級
の
も
の
と
化
し
て

労
働
者
を
疎
外
し
つ
つ
あ
っ
た
傾
向
を
い
ち
皐
く
見
抜
き
、
労
働
者

が
教
会
に
来
な
い
理
由
を
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ
て
具
体
的
に
見
出
し

た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
労
働
老
と
雇
用
者
の
問
に
増
大
し
つ
つ
あ

っ
た
、
生
活
水
準
、
生
活
感
情
両
齎
の
離
反
を
蟻
溝
に
反
映
し
て
い

⑳た
。
ま
た
教
会
が
労
働
者
街
を
嫌
っ
て
、
中
、
上
流
階
級
と
共
に
郊
外

へ
と
逃
げ
る
傾
向
が
あ
っ
た
の
に
反
対
し
て
、
グ
ラ
ド
ソ
は
自
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ソ
ス
テ
イ
テ
ユ
　
シ
ヨ
ナ
ル

教
会
を
、
町
の
雑
沓
の
秘
中
に
建
て
、
そ
れ
を
い
ち
畢
く
制
　
度
　
教

の
チ
ヤ
　
チ

会
化
（
後
述
）
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
⇔
原
因
の
追
求
。
以
上
の
よ
う
に
把
握
し
た
現
状
の
原
因
追
求
に

愚
っ
て
、
グ
ラ
ド
ソ
は
多
く
の
場
合
、
単
純
素
朴
で
あ
っ
た
。
し
か

し
か
し
彼
は
従
来
の
牧
師
が
し
勝
ち
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
失
業
と
か

貧
乏
と
か
の
原
因
を
、
当
事
者
の
罪
と
か
神
の
摂
理
と
か
の
せ
い
ば

か
り
に
は
せ
ず
、
一
応
社
会
体
欄
の
中
に
求
め
て
い
た
。
グ
ラ
ド
ソ

に
よ
れ
ば
、
現
行
の
「
賃
銀
体
制
」
は
労
働
を
商
品
化
す
る
が
故
に

葬
人
間
的
…
、
非
キ
リ
ス
ト
教
的
で
あ
る
。
し
か
も
現
在
の
社
会
体
制
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は
競
争
の
原
理
の
上
に
立
っ
て
い
る
。
　
「
競
争
は
生
存
競
争
で
あ
り

…
…
闘
争
を
意
味
し
、
闘
争
の
法
則
は
最
強
者
の
勝
利
で
あ
る
。
」

「
こ
の
よ
う
な
法
則
は
下
等
な
動
物
の
も
の
で
あ
り
、
産
業
社
会
の

法
則
と
し
て
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
競
争
は
自
己
の
利
益
を

追
求
す
る
と
い
う
、
反
社
会
的
・
反
キ
リ
ス
ト
教
的
原
理
に
基
い
て

い
る
。
　
「
こ
の
世
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
自
己
の
利
益
と
い
う
基
盤
の
上

に
組
織
さ
れ
て
い
の
で
あ
る
か
ら
、
競
争
の
過
程
に
お
い
て
、
雇
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

者
と
被
雇
用
者
の
利
益
が
正
面
衝
突
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
」
自

己
の
利
益
を
追
求
し
て
競
争
す
る
の
を
慮
由
放
任
す
る
こ
と
を
前
提

と
す
る
限
．
り
、
現
行
社
会
制
度
の
悪
の
最
奥
の
根
源
は
、
人
間
の
心

の
中
に
あ
る
利
己
主
義
で
あ
る
。
ト
ラ
ス
ト
と
か
、
会
社
と
か
、
労

働
組
合
と
か
、
資
本
主
義
そ
の
も
の
が
悪
い
の
で
は
な
く
、
入
隊
の

心
の
中
に
荒
々
し
く
は
び
こ
る
利
己
主
義
こ
そ
は
社
会
悪
の
根
源
で

あ
る
と
い
誌

　
グ
ラ
ド
ソ
の
神
学
に
お
い
て
、
罪
と
は
根
本
的
に
は
、
愛
の
律
法

に
対
す
る
人
間
の
意
識
的
反
逆
で
あ
っ
た
。
愛
の
律
法
が
二
重
で
あ

る
よ
う
に
、
罪
も
ま
た
二
重
の
様
相
を
も
つ
。
す
な
わ
ち
「
汝
の
心

を
尽
し
、
精
神
を
尽
し
、
思
い
を
尽
し
て
主
な
る
汝
の
神
を
愛
す
べ

し
」
と
の
第
一
の
愛
の
律
法
へ
の
反
逆
が
、
精
神
的
存
在
に
し
て
物

察
の
第
一
原
圏
な
る
神
か
ら
の
離
反
、
つ
ま
り
物
質
主
義
・
拝
金
主

義
・
肉
慾
な
ど
と
な
っ
て
現
れ
る
。
ま
た
「
お
の
れ
の
ご
と
く
汝
の

隣
を
愛
す
べ
し
」
と
の
、
第
二
の
愛
の
律
法
へ
の
反
逆
が
、
利
己
主

　
　
　
　
　
　
⑳

義
に
他
な
ら
な
い
。

　
社
会
悪
の
根
源
が
罪
に
見
出
さ
れ
た
以
上
、
社
会
の
改
革
の
第
一

歩
も
基
本
的
に
は
個
人
の
罪
の
悔
改
め
か
ら
始
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
う
い
う
と
非
常
に
因
襲
的
に
聞
え
る
が
、
グ
ラ
ド
ソ
の

場
合
新
し
い
の
は
、
前
述
の
い
わ
ば
自
律
的
・
漸
進
的
阿
心
（
そ
の

欄
人
の
罪
も
社
会
の
一
員
と
し
て
よ
り
ょ
く
自
覚
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
）
の

み
を
も
っ
て
足
れ
り
と
は
せ
ず
、
進
ん
で
社
会
・
国
家
す
べ
て
を
キ
リ

ス
ト
教
化
u
改
革
し
よ
う
と
す
る
企
図
で
あ
り
、
そ
れ
を
通
し
て
自

由
放
任
制
を
、
・
よ
り
公
的
な
黒
潮
監
督
に
よ
っ
て
漸
次
に
代
置
せ
し

め
よ
う
と
す
る
意
図
で
あ
っ
た
。
し
か
し
今
は
改
革
の
方
法
に
つ
い

て
詳
述
す
る
前
に
、
改
革
の
渇
標
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

　
国
、
ソ
；
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
に
お
け
る
社
会
改
革
の
究
極
的
目

標
は
、
す
で
に
示
唆
さ
れ
た
ご
と
く
こ
の
地
上
に
神
の
国
を
実
現
す

る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
今
述
べ
た
個
人
を
キ
リ
ス
ト
教
化
す
る
こ

と
と
密
接
に
関
聯
し
て
い
る
。
グ
ラ
ド
ソ
は
よ
く
「
社
会
を
キ
リ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ト
教
化
す
る
」
　
「
個
人
を
社
会
化
す
る
」
と
い
っ
た
が
、
社
会
を
キ
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リ
ス
ト
教
化
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
個
人
善
人
を
キ
リ
ス
ト
教
化
せ

ね
ば
な
ら
ず
、
逆
に
個
人
が
罪
を
悔
改
め
て
イ
エ
ス
の
愛
の
律
法
に

従
う
こ
と
は
、
　
「
隣
人
愛
」
の
手
前
必
然
的
に
偶
人
が
社
会
化
さ
れ

る
こ
と
を
意
味
し
た
。
ま
た
神
の
国
の
地
上
実
現
と
い
う
と
、
そ
れ

は
社
会
全
体
の
救
済
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
非
常
に

社
会
臨
な
イ
メ
ー
ジ
を
伴
う
が
、
　
「
神
の
国
」
に
よ
っ
て
意
味
さ
れ

た
所
の
も
の
を
追
究
し
て
ゆ
く
と
、
そ
れ
は
個
人
の
救
い
の
状
態
と

一
如
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
神
の
国
」
と
は
グ
ラ
ド
ソ
に
よ
れ
ば
、
人
が
道
徳
律
に
完
全
に

従
い
、
神
と
合
一
す
る
（
き
δ
ゆ
鼠
普
○
○
儒
）
こ
と
に
よ
り
、
　
「
魂
が

神
性
を
共
有
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
故
、
聖
・
健
康
・
平
和
な
ど

が
そ
の
永
遠
的
属
性
と
な
る
」
時
に
き
た
る
と
い
う
。
こ
こ
で
健
康

を
神
の
国
の
一
属
性
と
し
て
あ
げ
て
い
る
の
は
い
か
に
も
衛
生
的
環

境
の
実
現
に
心
を
砕
い
た
グ
ラ
ド
ン
ら
し
い
。
勿
論
肉
体
的
健
康
だ

け
で
は
な
く
、
神
と
の
調
和
的
関
係
か
ら
来
る
心
の
健
康
の
こ
と
も

彼
は
含
め
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
　
「
平
和
」
！
こ
れ
も
、
正
義
の
実

現
の
た
め
に
は
労
働
争
議
も
や
む
を
得
な
い
と
し
つ
つ
も
、
さ
ら
に
、

闘
争
よ
り
は
協
調
、
競
争
よ
り
は
協
力
が
望
ま
し
い
と
説
い
た
彼
の

社
会
思
想
を
、
よ
く
反
映
し
た
属
性
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
属

　
　
　
　
　
も
　
　
ち

性
は
神
と
の
合
一
に
よ
っ
て
結
果
さ
れ
る
と
し
て
い
る
こ
と
の
中
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ソ
ナ
リ
テ
イ

調
和
を
愛
す
る
彼
の
人
格
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
的
楽
天
主
義
な
ど
が

み
ら
れ
る
と
思
う
。

　
こ
の
よ
う
に
神
の
国
は
、
イ
エ
ス
の
い
っ
た
よ
う
に
、
何
よ
り
も

「
汝
ら
の
中
に
あ
る
」
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
そ
も
そ
も
イ

エ
ス
に
よ
っ
て
指
し
示
さ
れ
、
追
い
求
め
る
べ
く
命
じ
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
グ
ラ
ド
ソ
は
、
イ
エ
ス
が
伝
道
の
始
め
に
「
ま
ず
神
の
国

と
神
の
義
と
を
求
め
よ
篇
と
述
べ
た
こ
と
を
重
視
す
る
。
グ
ラ
ド
ソ

は
ま
た
、
「
神
の
国
は
完
全
な
る
精
神
性
・
道
理
性
（
巴
①
餌
q
o
O
⇔
浮
び
一
Φ
昌
⑦
Q
謄
ω
）
、

義
・
愛
か
ら
成
る
。
キ
リ
ス
ト
の
言
葉
が
こ
の
国
の
法
律
で
あ
り
、

キ
リ
ス
ト
の
精
神
が
こ
の
国
の
生
命
で
あ
る
」
と
も
い
う
。
し
か
も

「
愛
の
律
法
が
…
…
神
の
国
の
有
機
的
法
律
で
あ
る
。
…
…
寒
々
が

そ
れ
に
従
う
程
度
だ
け
、
そ
れ
だ
け
神
の
国
は
来
た
る
の
で
あ
る
」

　
　
　
　
　
⑫

と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
は
神
の
み
こ
こ
ろ
と
の
一
致
や
人
々
と
の

調
和
的
関
係
か
ら
由
来
す
る
、
精
神
繭
∵
肉
体
的
至
福
の
境
地
こ
そ

は
、
グ
ラ
ド
ソ
ら
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
、
コ
ス
ペ
ラ
ー
の
栓
会
改
革
の
究
極

的
穏
標
で
あ
り
、
そ
れ
に
向
っ
て
藩
閥
社
会
が
徐
々
に
進
化
し
つ
つ

あ
る
と
信
じ
ら
れ
た
理
想
露
な
の
で
あ
る
。

　
㈱
最
後
に
改
革
の
方
法
と
具
体
的
提
案
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
結
局
、
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上
述
の
よ
う
な
究
極
的
理
想
に
向
っ
て
ま
ず
身
近
な
所
、
つ
ま
り
個

人
の
感
清
か
ら
始
め
て
、
理
論
（
考
え
方
）
・
轡
慣
・
制
度
・
法
律
・

そ
し
て
政
治
そ
の
も
の
を
漸
次
に
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
・
原
理
・
律

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

法
で
漫
透
さ
せ
て
ゆ
く
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
キ
エ
ム

　
面
こ
の
単
純
素
朴
と
も
み
え
る
計
画
の
具
体
的
に
意
味
す
る
所
の

も
の
を
、
す
で
に
述
べ
た
所
と
重
複
し
な
い
程
度
重
点
的
に
述
べ
て

み
た
い
。

　
グ
ラ
ド
ソ
は
競
争
よ
り
協
調
が
基
調
に
な
っ
て
い
る
社
会
の
具
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ロ
バ
　
き
ナ
ド
シ
ツ
プ

的
あ
り
方
と
し
て
、
生
産
組
合
や
産
業
協
調
主
義
を
し
き
り
に

提
唱
し
た
。
産
業
協
調
主
義
と
は
、
雇
用
者
と
労
働
者
の
関
係
は
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
　
（
グ
ラ
ド
ン
は
こ
れ
を
キ
リ

　
　
　
ロ
ジ
ッ
ク

ス
ト
教
の
論
理
と
呼
ん
だ
。
け
だ
し
万
入
皆
兄
弟
と
い
う
一
大
定
理
か
ら
導

き
出
さ
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
）
従
っ
て
会
社
の
利
益
も
損
害
も
共
に
わ

か
ち
合
う
べ
き
だ
と
す
る
。
そ
し
て
会
社
の
運
営
を
労
働
者
に
も
監

視
さ
せ
、
能
力
に
応
じ
て
は
経
営
に
も
参
加
さ
せ
、
か
く
し
て
労
働

春
の
手
の
み
で
な
く
頭
も
心
も
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
を
単
な
る

歯
車
の
一
つ
と
し
て
の
地
位
か
ら
ひ
き
上
げ
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
人
間
の
能
力
に
は
生
れ
つ
き
差
が
あ
り
、
経
営
者
に
適
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ユ
シ
ア
テ
イ
ブ

能
力
の
持
主
は
、
そ
の
能
力
と
綱
意
を
最
も
よ
く
発
揮
で
き
る
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

人
企
業
の
経
営
者
に
な
る
べ
き
だ
と
い
う
。
結
局
グ
ラ
ド
ソ
の
場
合
、

産
業
協
調
主
義
は
、
個
人
企
業
の
よ
さ
を
生
か
し
つ
つ
、
大
工
臓
器

の
欠
陥
を
改
善
し
、
労
働
者
に
希
望
と
活
気
を
与
え
よ
う
と
意
図
し

た
提
案
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
グ
ラ
ド
ソ
の
具
体
的
貧
民
・
失
業
・
牢
獄
対
策
は
、
や
は
り
悩
め

る
者
に
対
す
る
隣
人
愛
・
兄
弟
愛
の
提
唱
か
ら
ひ
き
出
さ
れ
る
。
ま

ず
貧
民
対
策
に
関
し
て
は
、
彼
は
従
来
の
個
人
的
慈
善
の
や
り
方
を

鋭
く
批
判
す
る
。
し
か
し
牧
師
に
よ
る
貧
畏
個
人
の
訪
問
と
い
う
伝

統
的
形
式
は
、
こ
れ
を
否
定
し
な
い
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
教
会
員

全
部
が
分
担
し
て
組
織
的
に
こ
れ
を
行
う
べ
き
だ
と
提
案
し
た
。
そ

の
際
最
も
必
要
な
の
は
、
物
質
的
援
助
よ
り
む
し
ろ
精
神
的
援
助
、

つ
ま
り
彼
ら
の
友
と
し
て
語
り
合
う
中
に
、
彼
ら
を
孤
立
感
や
劣
等

感
か
ら
ひ
き
上
げ
、
同
じ
神
の
兄
弟
と
し
て
自
尊
心
・
自
立
心
を
ふ

る
い
立
た
せ
る
こ
と
だ
と
グ
ラ
ド
ソ
は
い
っ
た
。

　
彼
の
失
業
対
策
は
ま
ず
失
業
者
を
働
く
意
慾
の
あ
る
者
と
な
い
者

に
分
類
し
、
前
者
に
は
個
人
や
教
会
を
通
じ
て
職
を
探
し
与
え
る
の

　
　
⑳

は
勿
論
、
職
業
安
定
所
の
よ
う
な
も
の
を
作
っ
て
公
的
に
職
を
あ
っ

せ
ん
す
べ
き
だ
と
提
案
し
て
い
る
（
後
述
）
。
後
者
に
は
国
家
の
カ
に

よ
る
強
制
労
働
の
よ
う
な
も
の
の
必
要
さ
え
彼
は
暗
示
す
る
の
で
あ
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アメリカ革新主義の精神的風土（児玉）

る
。

　
グ
ラ
ド
ソ
は
ま
た
、
牢
獄
を
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
式
に
改
善
し
、
罪
人

の
心
・
身
・
職
能
す
べ
て
を
更
生
・
教
育
す
る
機
関
と
す
べ
き
だ
と

提
案
し
た
。

　
イ
ン
ス
テ
イ
テ
ほ
　
シ
ヨ
ナ
ル
ロ
チ
ヤ
　
チ

　
制
度
教
会
の
提
案
は
、
勿
論
制
度
の
キ
リ
ス
ト
教
化
の
範
晦
に
入

る
。
こ
れ
の
意
味
す
る
所
は
、
教
会
は
純
粋
に
宗
教
的
行
事
の
た
め

だ
け
で
な
く
、
教
養
を
高
め
た
り
、
社
会
奉
仕
を
し
た
り
す
る
場
、

健
全
な
娯
楽
の
で
き
る
社
交
的
な
場
と
し
て
も
開
放
さ
れ
る
べ
き
だ

と
い
う
の
で
あ
る
。
普
通
一
八
八
○
年
代
の
ボ
ス
ト
ン
の
バ
ー
ク
レ

ー
テ
ソ
プ
ル
（
ヒ
ご
並
置
①
団
↓
Φ
ヨ
祖
①
）
に
お
け
る
、
タ
ッ
カ
ー
6
＝
o
回
章

　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

属
の
試
み
が
そ
の
嚇
矢
と
さ
れ
て
い
る
が
、
グ
ラ
ド
ソ
は
す
で
に
一

八
六
〇
年
代
に
、
教
会
は
「
社
会
の
す
べ
て
の
高
尚
な
利
益
（
瓢
σ
q
ぎ
目

貯
汁
賃
①
簿
。
。
）
の
た
め
に
奉
仕
す
べ
き
だ
し
と
考
え
て
、
手
始
め
に
エ

マ
ソ
ソ
の
よ
う
な
著
名
文
化
人
に
講
演
に
来
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
厚
臼
の
ア
メ
リ
カ
の
教
会
は
非
常
に
制
度
教
会
的
だ
と
い
え

よ
う
。

　
教
会
こ
そ
は
、
家
庭
や
学
校
と
共
に
、
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
化
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

る
べ
き
制
度
だ
と
す
る
グ
ラ
ド
ソ
は
、
更
に
進
ん
で
教
会
の
、
宗
派

を
越
え
た
連
合
を
提
唱
し
、
そ
の
実
現
に
力
あ
っ
た
の
は
前
に
も
ふ

　
　
　
　
　
　
⑬

れ
た
通
り
で
あ
る
。

　
そ
の
他
グ
ラ
ド
ソ
は
、
習
慣
の
キ
リ
ス
ト
教
化
と
し
て
過
度
の
飲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

酒
や
賭
ば
く
の
禁
止
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
や
隣
保
館
の
奨
励
、

な
ど
も
し
た
が
、
よ
り
重
要
な
の
は
、
理
論
の
キ
リ
ス
ト
教
化
と
し

て
、
革
命
よ
り
改
革
を
、
と
提
唱
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
彼
が

社
会
を
一
個
の
腐
っ
た
家
と
見
な
す
よ
り
は
、
有
機
的
な
、
一
個
の

草
木
か
人
体
と
み
な
す
べ
き
で
、
従
っ
て
根
こ
そ
ぎ
倒
し
て
建
て
直

す
よ
り
は
部
分
的
な
治
療
や
、
漸
進
的
な
生
命
力
の
更
新
を
は
か
る

べ
ぎ
だ
と
考
え
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
観
は
、
た

し
か
に
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
観
（
キ
リ
ス
ト
を
頭
と
す
る
肢
体
関
係
）

の
延
長
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
が
、
社
会
有
機
体
説
の
影
響
も
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
最
後
に
国
家
の
キ
リ
ス
ト
教
化
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
一
八
九
三

年
の
『
道
具
と
人
間
』
に
お
い
て
グ
ラ
ド
ソ
は
す
で
に
次
の
十
五
項

目
を
政
府
の
な
す
べ
き
事
柄
と
し
て
提
唱
し
て
い
る
。
ω
最
も
地
位

の
低
い
・
貧
乏
な
・
弱
い
市
民
を
援
助
し
保
護
す
る
こ
と
。
〔
つ
ま
り

福
祉
国
家
の
実
現
。
〕
㈲
公
明
正
大
な
正
義
の
実
現
。
③
独
占
体
の
抑

制
。
㈲
す
べ
て
の
市
民
に
平
等
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
。
⑤
工
場
・

鉱
山
な
ど
の
衛
生
検
閲
。
⑥
労
働
者
の
健
康
と
安
全
の
保
障
。
ω
日
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曜
労
働
の
禁
止
。
⑧
酒
場
と
売
春
宿
の
禁
止
。
⑨
労
働
時
間
の
（
特

に
婦
人
、
子
供
の
）
短
縮
。
⑩
労
働
争
議
の
調
停
。
α
9
鉄
道
・
電
報
・

布
電
・
ガ
ス
・
電
気
事
業
な
ど
、
す
で
に
独
占
化
さ
れ
、
し
か
も
公

共
の
性
格
を
も
つ
事
業
の
国
有
化
。
⑫
個
人
が
所
有
で
き
る
土
地
の

制
限
。
⑱
よ
り
重
い
遺
産
税
と
、
累
進
所
得
税
の
賦
課
。
⑭
義
務
教

育
の
確
立
。
⑮
失
業
者
・
貧
民
・
犯
罪
人
・
博
徒
な
ど
を
減
少
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
法
律
・
制
度
の
欄
定
。
一
八
九
七
年
の
『
社
会
の
事
実
と
力
』
に

お
い
て
附
加
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
⑯
職
…
茱
安
定
所
の
設
立
。
⑰

児
童
労
働
の
禁
止
。
⑱
会
社
に
対
す
る
「
厳
格
な
監
督
こ
の
実
施
。

但
し
こ
れ
は
会
社
が
そ
の
財
産
を
社
会
の
よ
き
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
と
し

て
管
理
で
き
な
い
場
合
に
限
る
。
⑲
牢
獄
の
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
式
改
善
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

⑳
ス
ラ
ム
の
除
去
・
更
生
。
そ
の
後
の
本
に
お
い
て
も
同
じ
よ
う
な

提
案
は
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

　
①
　
霞
。
℃
犀
ヨ
ω
層
愚
蟹
驚
外

　
②
前
第
融
⑩
参
照
。
ま
た
彼
は
一
八
七
八
年
か
ら
八
一
年
ま
で
『
日
曜
の
午
後
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ン
パ
ニ
ロ

　
　
（
七
九
年
に
『
よ
き
仲
間
』
と
改
名
）
と
い
う
雑
誌
の
編
集
を
し
て
い
た
。

　
③
そ
の
中
の
一
つ
「
資
本
と
労
働
に
関
す
る
委
貴
会
扁
は
、
後
さ
ま
ざ
ま
に
名
称

　
　
を
変
え
つ
㌧
（
～
九
〇
一
年
に
は
門
労
働
委
員
会
」
、
二
〇
年
代
に
は
「
祉
会
奉

　
　
仕
」
と
か
「
社
会
関
係
」
に
関
す
る
委
貴
会
、
～
九
三
四
年
に
は
「
社
会
的
行
動
の

　
　
た
め
の
組
合
教
会
協
議
会
」
な
ど
）
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
の
衰
退
し
た
と
い

　
　
わ
れ
る
二
〇
年
代
に
お
い
て
さ
え
労
働
社
会
問
題
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
調
査
活

　
　
動
を
主
宰
し
、
ま
た
ス
ト
ラ
イ
キ
に
道
義
的
支
持
を
与
え
た
り
し
た
。
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。
ご
－

　
α
曾
鐸
翰
。
鼠
ミ
砺
ミ
§
畿
s
N
（
切
。
ω
8
静
一
8
N
）
．

⑥
O
貯
＆
窪
巡
婦
警
噛
ミ
9
§
燃
載
§
鰍
§
完
O
山
ω
…
Ω
げ
＆
①
詳
恥
8
ミ
恥
ミ
学

　
ミ
帖
§
層
や
一
〇
〇
。

⑦
雲
霧
ぼ
謎
♂
コ
Q
ご
象
。
登
．
．
ω
。
g
巴
牢
。
三
¢
ヨ
ω
ヨ
夢
Φ
d
蝋
引
＆

　
ω
富
8
。
。
㌦
．
的
§
風
魯
冴
ミ
白
血
b
亀
”
H
目
、
（
一
。
。
曾
y
や
お
①
．

⑧
O
訂
象
¢
戸
鼠
憶
黛
龍
犠
G
ミ
蔚
職
帖
§
ミ
8
噂
．
麗
劇
．
ま
た
肉
恥
8
§
ミ
§
卸
℃
や

　
も
ゆ
O
O
山
・

⑨
○
ご
象
①
p
津
鯛
轟
＆
9
§
帖
帆
§
凸

⑩
倒
え
ぱ
○
㌶
盆
①
鋒
ミ
＄
§
㍗
§
黛
§
鴨
。
ご
偽
8
℃
サ
ω
ω
？
。
。
刈
…
§
。
酵
犠
噛
ミ

　
き
恥
さ
醤
”
℃
や
ト
ユ
ゐ
e

⑪
9
巴
価
睾
脚
隷
魁
ミ
ミ
曹
N
き
慧
」
占
。
。
噂

⑫
O
㌶
蝕
。
鐸
§
。
冴
§
黛
書
ミ
囁
3
℃
℃
』
壷

⑬
特
に
O
㌶
象
。
戸
．
．
同
ω
岸
℃
審
。
㊦
o
『
≦
ρ
誌
”
．
営
鼠
特
電
暗
糺
6
ミ
鞍
㌣

　
ミ
ミ
8
衷
た
本
節
識
⑮
に
引
用
し
た
文
及
び
註
⑳
が
と
ら
れ
た
篤
解
は
、
彼
が

　
私
企
業
、
従
っ
て
そ
の
羅
営
庸
の
存
在
理
由
を
ど
こ
に
求
め
て
い
た
か
を
示
す
一

　
例
で
あ
る
。

⑭
o
冨
＆
¢
望
9
§
職
§
ミ
黛
§
野
蒜
8
ミ
画
恥
§
（
窯
箋
く
。
降
闇
お
8
Y
ワ

　
一
器
噛

⑮
　
同
書
一
二
六
i
七
頁
に
お
い
て
グ
ラ
ド
ソ
は
「
我
々
の
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
社

　
会
は
、
独
立
し
た
、
明
確
な
思
考
の
で
き
る
、
主
体
性
の
あ
る
（
ω
①
一
騰
一
軒
①
｝
一
罪
轡
汁
）

　
人
間
、
自
分
自
身
の
足
で
立
ち
、
自
分
自
身
の
考
え
を
の
べ
、
人
闘
の
堰
袖
の
総

　
計
に
彼
臼
身
の
貢
献
を
す
る
よ
う
な
入
間
か
ら
成
り
立
つ
」
と
い
》
、
「
こ
の
よ
う

　
な
人
間
を
造
る
た
め
に
私
有
財
産
と
私
豹
企
業
は
大
切
で
あ
る
と
泓
は
考
え
る
」

　
と
も
い
っ
て
い
る
。
ま
た
本
節
識
⑳
を
付
し
た
箇
膀
参
照
。
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⑯
○
貯
ま
㊦
P
葡
恥
8
ミ
ミ
§
静
ワ
り
H
．
ま
た
甘
豪
雪
．
切
蓉
H
島
節
量
》
？

　
鷺
塁
篭
罵
沁
薦
む
§
笛
§
o
n
眺
ミ
§
」
ミ
ミ
軌
ミ
（
讐
ご
◎
ω
け
O
鐸
橘
　
H
O
一
㊤
）
”
℃
．
b
。
一
◎

⑰
o
ご
＆
。
戸
長
特
特
§
職
9
募
鳳
艦
§
ミ
ど
薯
レ
お
ふ
s

⑯
　
き
ミ
ニ
や
ち
心
…
O
一
減
号
P
嘩
ミ
詮
噛
轟
審
。
黛
♪
や
。
。
合
9
践
恥
2
ρ
℃

　
鶉
鳥
8
ミ
ミ
騎
。
浅
樋
℃
・
8
り
9

⑲
9
註
9
戸
ミ
翁
§
㍗
§
黛
↓
書
。
ご
畦
リ
ワ
謡
．

⑳
き
ミ
ニ
唱
や
①
メ
刈
《
δ
。
。
ま
た
毒
ρ
珍
ぎ
σ
q
8
ロ
Ω
冨
a
2
り
噂
ぎ
偽
果
遷

　
嵐
ミ
ミ
迷
（
り
嘱
㊦
ノ
く
　
く
O
税
一
ハ
噛
　
一
Φ
O
㎝
）
噛
や
。
。
．

⑳
Ω
す
a
。
ジ
目
8
甜
§
載
ミ
鳥
ミ
§
．
竈
．
δ
ム
リ
ま
た
○
訂
＆
①
罫

　
軌
0
9
ミ
の
ミ
器
訟
§
．
マ
挿
も
。
ω
．

㊧
　
以
上
、
神
の
眼
概
念
は
Q
冨
師
α
臼
が
切
営
ミ
曽
§
偽
る
駈
歩
款
。
蕊
辱
℃
ワ
挿
込
二
Q
。
ム
騨

　
ラ
ウ
シ
ェ
ソ
ブ
ッ
シ
ュ
は
神
の
園
突
現
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
の
申
心
．
的
な

　
課
題
と
し
て
重
視
す
る
が
、
彼
に
よ
れ
ば
神
の
圏
と
は
「
神
に
向
っ
て
の
す
べ
て

　
の
純
す
い
な
熱
望
と
、
人
生
の
完
成
に
態
す
る
す
べ
て
の
其
の
希
想
齋
と
を
包
含

　
す
る
所
の
、
地
上
に
お
け
る
神
的
義
的
諸
力
の
総
和
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。

〔
⑳
　
9
践
血
§
．
8
8
㌃
§
瓦
き
偽
⇒
疑
タ
唱
唱
．
特
高
ρ

⑳
　
奪
ミ
こ
勺
や
b
。
O
ヂ
b
。
一
〇
●

㊧
　
○
揮
田
畠
⑦
P
的
。
職
ミ
砺
ミ
q
優
職
。
斜
月
℃
．
ω
G
。
－
ら
。
伊

⑳
　
O
一
盆
号
戸
の
。
鼠
ミ
砺
ミ
§
牒
噛
§
”
唱
℃
・
ω
“
ふ
P
。
。
碧
。
。
鳩
ド
目
N
δ
ド

⑳
　
き
ミ
．
℃
ワ
鶏
よ
ρ

⑳
　
奪
ミ
ニ
℃
や
。
。
ヂ
。
。
噌
に
令
b
。
恥
．

　
　
O
一
巴
象
罫
恥
。
無
ミ
偽
ミ
§
職
§
・
喝
マ
○
。
膚
。
。
．

⑳
　
》
鍵
8
い
》
9
罫
寒
鴨
q
さ
§
触
奪
鴬
§
瓠
§
凪
ミ
ミ
鰍
ミ
噛
触
℃
き
鷺
箕
§
㍗

　
黛
斜
誘
a
∴
8
9
（
O
碧
＃
寓
乙
σ
Q
①
．
累
霧
。
・
．
欝
い
o
o
O
9
回
層
H
O
＆
ソ

⑳
9
蝕
9
ジ
葬
8
§
箋
§
辞
慧
．
誌
ド

⑫
　
9
銭
O
⑦
量
い
8
噛
ミ
貯
ざ
魯
識
§
や
唱
や
影
み
9

ρ
3
3
｝
両
O
O
O
＞
が
発
足
す
る
た
め
の
準
備
段
階
で
あ
っ
た
一
九
〇
四
i
七
年
ま
で
、

　
グ
ラ
ド
ソ
は
組
△
口
教
会
金
圏
協
議
会
の
議
長
と
し
て
活
躍
し
、
そ
の
闘
ロ
ッ
ク
フ

　
エ
ラ
ー
か
ら
の
こ
の
協
議
会
に
対
す
る
十
万
ド
ル
の
寄
附
の
申
し
出
を
、
　
「
汚
れ

　
た
金
」
と
し
て
断
り
、
勇
名
を
は
せ
た
。
い
ミ
§
聴
診
炉
℃
』
ω
0
曜
ま
た
彼
は
一
九

　
一
四
年
に
コ
ロ
ン
バ
ス
市
に
で
き
た
「
教
会
と
宗
教
団
体
の
総
協
議
会
」
の
規
約
を

　
肖
分
で
起
草
し
た
。
ノ
く
勢
ω
げ
ぎ
α
q
8
昌
O
一
表
山
。
冨
や
鵠
ミ
ミ
ミ
ご
鴛
誉
唖
留
学
聴
馬
”

　
（
℃
三
冨
畠
Φ
ξ
三
七
切
。
ω
酔
§
▼
一
㊤
鼠
）
唱
や
H
①
葛
引
グ
ラ
ド
ソ
は
一
九
一
二
年
の

　
男
O
O
O
｝
詩
鎮
箇
条
書
き
の
起
草
に
は
高
齢
の
た
め
か
藪
接
参
加
し
な
か
っ
た
ら

　
し
い
が
、
こ
の
よ
う
に
教
会
の
連
合
の
た
め
に
活
躍
し
有
名
だ
っ
た
彼
は
こ
れ
に

　
対
す
る
影
響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
と
考
え
る
。

⑳
　
○
げ
師
9
算
恥
。
職
ミ
的
ミ
§
艦
ご
斜
℃
喝
・
α
。
。
矯
b
。
O
メ

㊧
　
き
ミ
ニ
唱
唱
●
夢
①
’

船
　
O
冨
＆
Φ
ジ
↓
8
脚
§
蕊
帖
ぎ
§
誤
竈
．
悼
。
。
偽
－
ω
O
ひ
、
’
こ
れ
ら
の
中
⑪
、
⑬

　
な
ど
は
」
八
九
二
年
に
提
示
さ
れ
た
入
畏
党
の
政
策
綱
領
に
も
見
解
さ
れ
る
所
か

　
ら
、
グ
ラ
ド
ソ
は
人
民
党
運
動
の
影
響
も
う
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑳
　
Ω
一
銭
◎
窪
層
の
0
9
気
鳴
§
縣
硫
§
蕊
ぎ
怨
器
．

四
、
結

び

　
本
稿
第
三
節
に
紹
介
さ
れ
た
グ
ラ
ド
ソ
の
諸
提
案
・
諸
思
想
と
、

第
二
節
の
最
後
に
挙
げ
ら
れ
た
舅
O
O
O
》
の
計
画
の
笛
条
書
と
を
詳

細
に
比
較
検
討
す
れ
ば
、
後
者
の
項
目
中
、
グ
ラ
ド
ソ
が
提
案
し
た

事
柄
を
、
何
ら
か
の
意
味
で
反
映
し
て
い
な
い
も
の
は
殆
ん
ど
一
つ

も
な
い
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
司
○
○
○
》
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ

ス
ペ
ル
運
動
の
最
大
に
し
て
最
も
長
続
き
の
し
た
組
織
で
あ
る
こ
と

を
思
い
、
ま
た
そ
の
提
案
が
穏
健
に
し
て
漸
進
的
で
あ
り
、
左
右
両

極
端
の
ど
ち
ら
に
も
偏
ら
ず
、
し
か
も
巾
広
い
綜
合
的
性
格
を
も
つ
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て
い
る
こ
と
を
見
る
時
、
グ
ラ
ド
ソ
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
に

お
け
る
中
派
的
・
代
表
的
性
格
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
で
は
彼
は
開
拓
者
で
あ
っ
た
か
と
い
え
ば
、
確
か
に
い
ち
早
く
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
的
（
特
に
そ
の
中
派
的
）
思
想
を
発
表
し
て
い

る
が
故
に
、
開
拓
者
の
一
人
で
あ
っ
た
と
は
い
え
よ
う
。
し
か
し
ジ

ョ
ー
ン
ズ
や
ギ
ル
マ
ソ
か
ら
受
け
た
と
覚
し
き
影
響
（
二
、
注
⑩
、
⑳

参
照
）
と
い
い
、
彼
の
著
述
に
み
ら
れ
る
引
用
文
の
多
さ
と
い
い
、

彼
が
そ
れ
程
独
創
的
な
思
想
家
で
は
な
か
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
彼
の
本
領
は
開
拓
者
と
し
て
と
い
う
よ
り
、
更
に
、
あ
る

い
は
む
し
ろ
代
表
的
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ラ
！
と
し
て
、
世
論
を

啓
蒙
し
導
い
た
こ
と
に
あ
る
と
思
う
。
彼
は
産
業
主
義
・
社
会
主
義

・
進
化
論
・
高
層
批
評
な
ど
の
、
環
境
、
思
想
両
面
か
ら
の
挑
戦
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

刺
戟
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
悩
む
人
々
の
必
要
に
答
え
る
た
め
に
、
手
広

く
手
早
く
古
今
の
思
想
を
吸
収
し
、
そ
れ
を
彼
の
穏
和
な
性
格
や
常

識
的
な
頭
脳
の
濾
過
紙
を
通
過
さ
せ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
み
な
ら
ず
、

合
理
主
義
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
、
民
主
緊
急
の
多
元
的
な
原
理
の
網

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
へ

の
目
か
ら
な
る
ふ
る
い
に
か
け
、
彼
の
わ
か
り
易
い
、
説
教
調
の
、

時
と
し
て
詩
人
的
な
表
現
法
を
通
し
て
世
に
発
表
す
る
う
ち
に
、
一

般
の
ア
メ
リ
カ
人
が
最
も
つ
い
て
行
き
易
い
、
両
極
端
の
中
道
を
行

　
　
　
　
⑨

く
よ
う
な
神
学
や
社
会
観
を
同
時
的
に
形
成
し
て
い
っ
た
と
い
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ソ
セ
シ
ス

と
思
う
。
そ
の
中
道
主
義
は
弁
証
法
的
な
意
味
の
綜
合
と
し
て
（
つ

ま
り
否
定
の
否
定
と
い
う
よ
う
な
激
し
い
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ブ
μ
セ
ス
を
経

て
）
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
既
存
の
絹
反
す
る
意
見
や
利
害
を
和

解
さ
せ
、
そ
れ
ら
の
最
も
調
和
的
併
存
を
実
現
せ
ん
と
す
る
、
す
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

れ
て
ア
メ
リ
カ
的
な
意
味
で
の
キ
リ
ス
ト
教
的
、
民
主
一
義
的
文
化

の
型
の
産
物
で
あ
っ
た
と
み
る
方
が
妥
惑
で
あ
ろ
う
。

　
ホ
プ
キ
ソ
ズ
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
を
「
ア
メ
リ
カ
独
自
の

貢
献
」
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
類
似
の
社
会
的
、
神
学
的
動
き
が
欧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

州
の
他
国
に
も
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
そ
れ
が
実
際
に
政

治
を
改
革
す
る
運
動
、
つ
ま
り
革
新
主
義
運
動
と
結
び
い
た
点
、
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

か
に
ア
メ
リ
カ
独
自
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
な
お
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ラ
ー
の
諸
提
案
の
中
に
は
、
そ
の
内

容
、
趣
旨
が
一
部
的
に
も
せ
よ
革
新
主
義
の
時
代
の
諸
立
法
に
実
現

を
み
た
と
い
え
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
さ
ら
に
ニ
ュ
ー
デ
ィ

ー
ル
期
に
こ
の
意
味
で
実
現
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
今
日
で
も
ま
だ

実
現
を
み
な
い
も
の
も
少
し
は
あ
る
（
鉄
道
、
電
信
、
電
話
の
町
有
化
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
ン
ブ
レ
イ
ス

ど
）
が
、
殆
ん
ど
全
部
が
今
臼
の
ア
メ
リ
カ
生
活
の
中
の
当
り
前
な

こ
と
と
し
て
実
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
み
る
時
、
そ
の
侮
り
難
い
力
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を
知
る
の
で
あ
る
。

　
結
局
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
は
革
・
新
主
義
運
動
の
精
神
的
風
土

と
し
て
、
そ
れ
に
進
歩
革
新
の
た
め
の
究
極
的
臼
標
（
神
の
国
）
と
漸

進
的
方
法
と
具
体
的
提
案
と
を
添
唆
し
、
個
々
の
市
民
を
し
て
身
辺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
γ
セ
ソ
テ
イ
ヴ

の
社
会
悪
を
少
し
で
も
と
り
除
き
不
遇
者
を
助
け
る
た
め
の
動
機
づ

け
を
、
宗
教
と
い
う
深
み
の
次
元
（
特
に
万
人
皆
神
の
子
、
皆
兄
弟
と
い

う
考
え
や
、
愛
の
律
法
を
実
行
し
て
こ
の
世
に
神
の
国
を
実
現
せ
ん
と
す
る

考
え
）
か
ら
与
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
高
度
の
産
業
主
義
、
資
本
主
義

が
生
み
出
し
た
矛
臓
や
社
会
問
題
を
和
ら
げ
る
役
割
を
果
し
た
。
そ

れ
は
資
本
主
義
を
批
判
し
つ
つ
修
正
し
、
ア
メ
リ
カ
の
修
正
資
本
主

義
、
社
会
福
祉
雨
痕
へ
の
移
行
を
ス
ム
ー
ズ
な
ら
し
め
た
と
は
い
え

な
い
で
あ
ろ
う
か
。

①
塗
欝
の
高
鱒
批
評
や
進
化
論
に
答
え
た
前
述
の
諸
署
作
は
、
こ
れ
ら
の
新
し
い

　
思
想
の
挑
戦
に
悩
む
教
会
員
に
応
え
る
た
め
に
グ
ラ
ド
ソ
が
用
意
し
た
講
演
が
も

　
と
に
な
っ
て
で
き
て
い
る
。
（
○
一
餌
α
餌
O
昌
．
　
需
馬
飾
O
馬
N
恥
q
鱈
帖
O
｝
N
防
－
　
ω
一
Q
Q
I
悼
蒔
層
）
ま
た
彼

　
の
飽
の
主
要
な
諸
著
作
は
殆
ど
が
、
種
々
の
大
学
に
依
頼
さ
れ
て
な
し
た
講
演
、

　
及
び
彼
自
｛
身
の
一
層
A
ゑ
や
、
客
員
チ
ャ
プ
レ
ン
　
（
一
八
九
三
年
）
と
し
て
の
ハ
…
パ

　
；
ド
大
学
礼
拝
堂
に
お
け
る
説
教
な
ど
か
ら
誠
立
し
て
い
る
。
ま
た
小
冊
子
類
は

　
始
め
種
々
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
、
後
単
行
本
と
な
っ
た
も
の
が
多
い
。
こ
れ
ら
の

　
こ
と
を
知
る
隠
彼
は
田
冥
想
の
挑
戦
に
も
還
境
の
挑
戦
に
対
す
る
と
詞
じ
よ
う
に
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
ド

　
捷
に
応
答
、
欝
話
し
、
そ
れ
ら
に
悩
む
岡
時
代
人
の
必
要
に
精
一
杯
答
え
て
行
く

　
中
に
、
彼
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
を
形
成
し
た
と
い
え
る
よ
う
で
あ
る
。

②
グ
ラ
ド
ソ
は
騨
神
学
に
お
け
る
恣
意
酌
・
専
鵠
酌
神
の
概
念
と
、
キ
リ
ス
ト
の

刑
罰
代
篤
と
・
予
定
税
原
罪
論
な
ど
を
窒
し
た
が
・
こ
れ
は
護
患
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
の
鋳
型
が
具
備
し
た
合
理
要
義
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
ふ
る
い
に
合
わ
な
か
っ
た

　
た
め
と
思
わ
れ
る
。
代
り
に
グ
ラ
ド
ン
は
慈
愛
に
満
ち
た
父
と
し
て
の
ヒ
ュ
ー
マ

　
ニ
ス
テ
ッ
ク
な
神
の
概
念
を
灘
入
し
、
ま
た
自
己
愛
を
他
人
へ
の
愛
と
岡
じ
位
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

　
要
な
も
の
と
み
な
し
て
、
　
「
お
の
れ
の
ご
と
く
汝
の
隣
を
愛
す
べ
し
」
と
の
教
え

　
を
あ
た
か
も
文
字
通
り
五
分
五
分
に
他
人
と
自
己
を
愛
せ
ば
足
れ
り
と
す
る
よ

　
う
な
、
合
理
熊
義
酌
解
釈
を
み
せ
て
い
る
。
そ
の
紬
果
彼
の
神
学
は
カ
ル
ヴ
ィ
ニ

　
ズ
ム
と
ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
中
道
を
行
く
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
。

③
切
巴
℃
げ
匡
．
○
坦
び
は
免
が
§
恥
G
。
ミ
鶏
ミ
込
ミ
ミ
ご
ミ
贈
b
ミ
§
憧
ミ
魯

　
↓
ぎ
国
眺
ミ
に
お
い
て
、
「
現
実
主
義
的
氏
主
々
義
は
諸
種
の
利
害
あ
る
い
は
圧
力

　
団
体
の
問
の
衝
突
か
ら
起
る
問
題
に
対
し
、
中
道
主
義
的
解
決
を
与
え
る
。
そ
の

　
　
　
ギ
プ
ア
ン
ド
ヂ
イ
タ

　
方
法
は
互
譲
で
あ
る
。
そ
の
普
通
の
解
決
法
は
妥
協
で
あ
る
」
　
と
い
N
、
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
ら
に
「
民
搬
々
義
的
信
念
は
、
獄
由
な
引
入
、
照
家
主
義
、
棊
本
法
と
い
う
、
潜

　
底
的
に
は
相
反
す
る
教
義
を
調
和
さ
せ
よ
う
と
い
う
努
力
の
結
実
で
あ
る
扁
　
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ジ
に
ス
タ
イ
ブ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
ヘ
　
へ
　
　
あ

　
述
べ
て
い
る
の
は
非
常
に
略
示
的
で
あ
る
。
筆
潜
は
傍
点
の
箇
所
を
綱
人
主
義
、

　
マ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
祉
会
空
義
、
道
徳
律
（
特
に
愛
の
推
法
）
と
い
』
か
え
る
降
．
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ

　
ス
ペ
ル
中
派
の
性
質
が
雰
常
に
よ
く
衷
わ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
っ
て
い

　
る
。

　
　
な
お
こ
の
よ
う
な
導
燈
論
義
は
英
顛
に
も
存
す
る
（
そ
の
意
味
で
ア
ソ
グ
ロ
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
ク
ソ
ソ
的
と
い
え
よ
う
）
が
、
よ
リ
ア
メ
リ
カ
的
だ
と
思
う
の
は
簗
奢
の
み
の
主

　
観
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
は
勿
論
欧
州
諸
限
に
も
存
す
る
が
、
弁
証
法

　
神
学
は
ア
メ
リ
カ
で
は
欧
州
大
頭
諸
陶
で
受
け
る
程
受
け
て
は
い
な
い
。
そ
し
て

　
ア
メ
リ
カ
で
は
早
く
か
ら
信
教
の
自
由
が
確
立
し
、
他
に
比
類
の
な
い
程
プ
ロ
テ

　
ス
タ
ン
ト
の
分
派
が
乱
立
併
存
し
て
い
る
。
こ
れ
は
弁
証
法
的
思
考
方
法
そ
の
も

　
の
が
ア
メ
リ
カ
入
に
は
余
り
ぴ
っ
た
り
来
ず
、
　
一
あ
れ
か
こ
れ
か
」
な
ら
ぬ
多
元

　
酌
ア
プ
ロ
ー
チ
が
早
く
か
ら
容
認
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
が
こ

　
峯
に
述
べ
た
よ
う
な
性
格
を
特
に
強
く
も
っ
て
き
て
い
る
た
め
で
は
な
い
か
と
筆

　
膚
は
思
う
。
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④
　
国
O
覧
ハ
貯
ρ
械
鎧
戸
騎
馬
ミ
．
熱
恥
し
り
。
職
ミ
O
自
特
ミ
曽
℃
■
も
Q
．
類
似
の
運
動
と

　
は
例
え
ば
英
國
の
牧
師
モ
…
リ
ス
竃
麟
二
鉱
o
o
や
キ
ン
グ
ズ
レ
…
穴
一
ロ
σ
q
。
。
δ
団

　
に
よ
る
爽
際
的
活
鋤
、
オ
ク
ス
フ
ォ
…
ド
大
学
生
に
よ
る
ト
イ
ン
ビ
ー
ホ
ー
ル
運

　
鋤
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
隣
保
館
運
動
へ
の
影
響
（
屑
9
巳
好
目
①
ゴ
拙
ミ
ミ
詩
ミ
胴

　
箏
ミ
詩
ミ
粋
⇔
0
9
ミ
亀
帖
亀
O
噛
、
8
℃
．
駆
Q
◎
さ
っ
参
照
）
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ス
ト
詠
ツ
ケ

　
ソ
＞
q
O
ζ
ω
け
8
巳
（
⑦
冨
に
よ
る
労
働
・
挫
会
立
法
の
提
｛
茶
（
ル
ッ
タ
ー
派
の
保
守
主

　
義
の
た
め
失
敗
）
や
、
リ
チ
ュ
ル
労
一
鉾
〇
三
、
ハ
ル
ナ
ッ
ク
嵩
ρ
聾
β
・
o
H
（
に
よ
る
自

　
由
空
蝉
神
学
の
孫
引
な
ど
。
（
ノ
く
駕
ご
。
。
ε
ご
≦
巴
犀
賃
▼
》
瓢
一
馨
o
q
o
｛
菩
①

　
9
ρ
甑
ω
怠
p
鄭
O
ン
蟷
器
｝
二
悶
伽
一
等
σ
蔦
品
貫
お
＄
）
層
唱
．
銀
。
◎
参
昭
｛
。
）

⑤
そ
の
理
曲
と
し
て
は
、
ア
メ
ツ
カ
で
は
牧
師
が
社
会
活
動
に
携
わ
る
伝
統
が
特

　
に
強
か
っ
た
た
め
も
あ
ろ
う
が
、
照
門
の
努
力
に
よ
る
神
の
国
の
地
上
到
来
の
実

　
現
性
が
、
建
照
以
来
の
一
種
の
使
命
観
と
結
び
つ
い
て
か
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
程

　
強
く
広
く
信
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。（

元
梅
花
女
子
大
学
講
師
）
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period　of　the　Umayyads．

　In　this　article，　consklering　the　speciality　in　the　hadith　literature

and　making　the　best　of　h’istorical　works　by　the　conquered　Christians，

the　auehor　explains　what　system　of　taxation　was　established　in

Egypt　under　the　Arab　conquest．

A　Mental　Climate　of　American　Progressivism

　　　　　　　the　Role　ef　Gladden　in　Social　Gospel

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　I〈ayol〈o　Kodama

　　The　Social　Gospel　movement，　formed　in　response　to　the　challenge

of　the　industrialism　and　of　scientific　thoughts　given　to　American

Christendum　during　the　half　century　after　the　Civil　War，　was　pu＄hed

forward　by　many　ministers　（mainly　ProtestanO　with　various　incli－

nations　that　ranged　from　con＄ervatives，　rad’icals　and　middle－of－the－

roadists．

　　Washington　Gladden，　commonly　called　“　the　father　”　or　a　“　pioneer　”

of　the　Social　Gospel，　was　essentially　a　man　of　the　middle－of－the－road，

and　may　be　called　a　representative　Social　Gospeler　as　well，　because，

his　views　ancl　proposals　were　mostly　taken　into　the　i912　Formulation

of　the　Programs　of　the　most　representative　organization　of　the　Social

Gospel，　i．　e．，　the　Federation　of　the　Churches　of　Christ　in　America．

　　Accepting　the　major　achievements　o’f　the　Higher　Criticism，　Gladden

emphasized　the　importance　of　realizing　the　rlghteousness　and　the　law

of　love　taught　in　the　Bible，　and　gave　the　incentive　and　the　ultimate

goai　for　the　soclal　reform　from　the　religious　dimension．　He　made

use　of　the　evolutionism　to　inculcate　the　optimistic　faith　in，　and　the

sense　of　duty　for，　progress．　Speal〈ing　for　the　rights　of　the　laborers

and　the　poor，　he　preached　that　cooper4tion　was　better　than　com－

petition　and　that　more　public　control　and　supervision　should　take　the

place　of　laissez－faire．　Thus　｝ie　helped　smoothen　the　way　of　America

towards　the　revised　capitalism　and　the　social　welfare　state，　and

contributed　to　the　institutionalization　and　combination　of　the　churches

in　America　in　the　process　of　their　adaptation　to　modern　society．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（485）


